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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
４
月

５
日
に
衝
突
装
置
（
Ｓ
Ｃ

Ｉ
）
を
用
い
て
「
リ
ュ
ウ
グ

ウ
」
の
表
面
に
直
径
約
10
㍍

の
人
工
ク
レ
ー
タ
ー
を
形
成

し
、
地
下
か
ら
の
噴
出
物
を

周
囲
に
ま
き
散
ら
し
て
堆
積

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
衝
突
目
標
点
は

「
は
や
ぶ
さ
２
」
が
安
全
に

着
地
で
き
る
比
較
的
平
坦
な

領
域
と
し
て
２
回
目
の
着
地

が
想
定
さ
れ
て
い
た
場
所
の

す
ぐ
そ
ば
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
Ｓ
Ｃ
Ｉ
は
ほ
ぼ
狙
い
通

り
の
地
点
に
命
中
し
た
。

　
こ
の
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
開
発
と
科

学
的
検
討
に
和
田
浩
二
主
席

研
究
員
・
副
所
長
代
行
が
関

わ
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
が
起

き
た
。
あ
ら
か
じ
め
決
め
た

探
査
機
の
着
地
候
補
領
域

は
、
そ
の
後
の
観
測
で
噴
出

物
の
堆
積
量
が
極
め
て
少
な

い
こ
と
が
分
か
り
、
地
下
物

質
採
取
の
成
功
に
「
？
」
が

付
い
た
の
だ
。
着
地
領
域
を

噴
出
物
が
厚
く
堆
積
し
て
い

る
別
の
領
域
に
変
更
す
れ
ば

よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
そ

の
た
め
に
必
要
と
な
る
岩
石

の
位
置
や
大
き
さ
を
正
確
に

把
握
す
る
た
め
の
高
解
像
度

画
像
が
な
い
。

　
こ
の
窮
地
を
、
山
田
学
主

任
研
究
員
が
開
発
と
研
究
に

携
わ
っ
た
光
学
航
法
カ
メ
ラ

（
Ｏ
Ｎ
Ｃ
）
が
救
っ
た
。

ニュースガイド

２面　「CIT Brains」世界３強／機

械学会講演で５人受賞／国際

ロボコン中高生チームが報告

会

３面　三浦さん全国空手３位／六工

大空手でも男女活躍／ジムカ

ーナ男子団体２位／ダートも

団体４位／関教授ら論文賞／

信川准教授に若手研究者賞

４・５面　千葉工業大学決算を承認

／学生共済会の予算、決算を

承認

６面　ＰＰＡ70周年・総会開く／初
のインターンシップ説明会／

2020年度入学試験日程
７面　ブラインドサッカー体験会／

寮の運動会／谷津干潟フェス

タに出展／ふなばし環境フェ

アでも／水耕ソーラー栽培へ

定植実験

８面　６月オープンキャンパス

リュウグウの地下物質採取

窮
地
を
救
っ
た
カ
メ
ラ

山
田
・
主
任

研
究
員
開
発

噴
出
物「
適
地
」捉
え
る

　「
１
０
０
点
満
点
で
い
う
と
１
０

０
０
点
」。
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ

２
」
が
小
惑
星「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」へ
の

再
着
地
を
完
璧
に
成
し
遂
げ
、
世
界

で
初
め
て
地
下
物
質
の
採
取
に
も
成

功
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
本

中
を
歓
喜
と
感
動
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
本
学
惑
星

探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

が
開
発
に
関
わ
っ
た
観
測
機
器
や
研

究
が
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。

　
当
初
の
着
地
候
補
領
域
に

対
し
て
、
５
月
16
日
に
行
わ

れ
た
探
査
機
の
降
下
運
用
が

ト
ラ
ブ
ル
で
中
断
し
た
こ
と

が
あ
る
。
高
度
を
測
る
レ
ー

ザ
ー
高
度
計
（
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ

Ｒ
）
の
感
度
を
自
動
で
切
り

替
え
た
瞬
間
、
実
際
に
は
50

㍍
の
探
査
機
の
高
度
を
、
瞬

間
的
に
約
６
０
０
０
㍍
と
検

知
。「
異
常
事
態
発
生
！
」

と
自
律
的
に
判
断
し
た
探
査

機
は
緊
急
上
昇
し
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
変
更
の
仕
方
に
問
題
が
あ

っ
た
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
緊
急
上

昇
す
る
探
査
機
か
ら
、
後
に

着
地
す
る
こ
と
に
な
る
豊
富

な
地
下
物
質
の
堆
積
が
期
待

さ
れ
る
領
域
の
高
解
像
度
画

像
を
Ｏ
Ｎ
Ｃ
が
撮
っ
て
い

た
。
山
田
主
任
研
究
員
が
万

一
の
と
き
の
た
め
に
組
み
込

ん
で
お
い
た
「
緊
急
離
脱
時

の
自
動
撮
影
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
こ
こ
で
働
い
た
の
だ
。

　
山
田
主
任
研
究
員
は
２
０

１
０
年
５
月
に
打
ち
上
げ
ら

れ
た
金
星
探
査
機
「
あ
か
つ

き
」
で
、
メ
ー
ン
エ
ン
ジ
ン

の
故
障
か
ら
探
査
機
が
予
定

軌
道
に
入
れ
な
か
っ
た
と

き
、
長
期
間
１
枚
の
画
像
も

撮
れ
な
か
っ
た
苦
い
経
験
が

あ
る
。

　
こ
の
経
験
が
今
回
の
〝
万

一
の
備
え
〞に
つ
な
が
っ
た
。

そ
し
て
緊
急
上
昇
す
る
探
査

機
か
ら
撮
っ
た
こ
の
と
き
の

画
像
が
、
新
た
な
着
地
領
域

決
定
の
決
め
手
と
な
っ
た
。

　「
山
田
さ
ん
が
い
な
か
っ

た
ら
、
２
回
目
の
着
地
も
噴

出
物
採
取
も
な
か
っ
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら

い
」（
和
田
主
席
研
究
員
）

　
し
か
し
、
こ
れ
で
問
題
が

全
て
解
決
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
安
全
な
着
地
に
は
着
地
点

に
高
さ
が
70
㌢
以
上
の
岩
石

が
な
い
こ
と
が
条
件
だ
が
、

新
た
な
着
地
領
域
に
転
が
っ

て
い
る
岩
石
の
高
さ
が
い
ま

ひ
と
つ
解
明
で
き
て
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
再
び
山
田
主

任
研
究
員
の
出
番
が
く
る
。

　
６
月
13
日
に
行
わ
れ
た
探

査
機
の
低
高
度
降
下
観
測
運

用
で
Ｏ
Ｎ
Ｃ
が
撮
影
し
た
最

高
解
像
度
の
画
像
28
枚
を
使

っ
て
、
着
地
候
補
領
域
付
近

の
克
明
な
画
像
を
合
成
し

た
。
山
田
主
任
研
究
員
が
作

っ
た
こ
の
画
像
を
使
っ
て
、

チ
ー
ム
は
着
地
目
標
地
点
の

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
岩
石
で
も

高
さ
は
65
㌢
で
あ
る
こ
と
を

割
り
出
し
た
。

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
は
７
月

11
日
午
前
10
時
過
ぎ
、
狙
い

通
り
に
こ
の
地
点
に
着
地
。

サ
ン
プ
ラ
ー
ホ
ー
ン
を
地
表

に
押
し
当
て
て
弾
丸
を
撃
ち

出
し
、
舞
い
上
が
っ
た
噴
出

物
の
採
取
に
も
成
功
し
た
と

見
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
着
地
直
後
、
サ
ン
プ

ラ
ー
ホ
ー
ン
の
先
端
付
近
で

岩
石
が
飛
び
散
る
写
真
が
、

「
着
地
成
功
」
の
記
者
会
見

の
席
で
発
表
さ
れ
た
。
こ
の

写
真
を
撮
っ
た
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
｜

Ｈ
」
カ
メ
ラ
は
和
田
主
席
研

究
員
と
石
橋
高
上
席
研
究
員

が
開
発
に
携
わ
っ
た
分
離
カ

メ
ラ（
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｍ
３
）と
同
じ

シ
ス
テ
ム
に
属
し
て
い
る
。

　
和
田
主
席
研
究
員
は
世
界

初
の
Ｓ
Ｃ
Ｉ
に
よ
る
人
工
ク

レ
ー
タ
ー
形
成
で
得
ら
れ
た

実
験
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
天

体
衝
突
現
象
の
科
学
的
解
明

に
挑
ん
で
い
る
。
そ
の
最
初

の
研
究
成
果
を
８
月
に
も
学

術
誌
に
投
稿
す
る
予
定
だ
。

　
テ
レ
ビ
が
取
材

　「
は
や
ぶ
さ
２
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
活

躍
は
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
、
報

道
し
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
は
２

回
目
の
着
地
を
翌
朝
に
控
え

た
７
月
10
日
夜
の
「
ニ
ュ
ー

ス
ウ
オ
ッ
チ
９
」
の
冒
頭

で
、「
こ
の
挑
戦
を
可
能
に

し
た
の
は
、
研
究
者
の
執
念

だ
っ
た
」
と
し
て
、
山
田
主

任
研
究
員
の
活
躍
を
本
人
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
て
放

送
。「
金
星
探
査
機
『
あ
か

つ
き
』
で
の
撮
像
失
敗
経
験

が
今
回
の
〝
万
一
の
場
合
の

備
え
〞
に
つ
な
が
っ
た
」

と
、
山
田
主
任
研
究
員
の
用

意
周
到
ぶ
り
を
讃
え
た
。

　
11
日
夜
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

「
ニ
ュ
ー
ス
23
」
に
は
和
田

主
席
研
究
員
が
登
場
。
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス

Area

Ⅱ

の
「
は
や
ぶ
さ
２
」

実
物
大
模
型
の
前
で
、「
リ

ュ
ウ
グ
ウ
」
へ
の
着
陸
の
難

し
さ
や
、
地
下
試
料
の
科
学

的
価
値
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）の
大
気
球
を
使

い
成
層
圏
に
浮
か
ぶ
微
生
物

を
採
取
す
る
惑
星
探
査
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の

実
験
が
７
月
４
日
に
行
わ

れ
、
採
取
に
成
功
し
た

写

真(

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
提
供)

。

　
大
野
宗
祐
上
席
研
究
員
を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
こ
の
実
験

は
２
０
１
６
年
、
17
年
に
続

い
て
３
回
目
。
北
海
道
大
樹

町
の
大
樹
航
空
宇
宙
実
験
場

か
ら
放
球
さ
れ
た
大
気
球

に
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
が
開
発
し
た

微
生
物
採
取
装
置
５
基
を
吊

る
し
て
行
わ
れ
た
。

　
大
気
球
が
高
度
28
㌔
に
達

し
た
と
こ
ろ
で
切
り
離
さ
れ

た
採
取
装
置
は
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
で
降
下
。
28
〜
21
㌔
、
21

〜
17
㌔
、
17
〜
13
㌔
の
間
で

バ
ル
ブ
を
開
閉
し
、
各
高
度

域
で
微
生
物
を
採
取
し
た
。

　
ど
の
高
さ
ま
で
微
生
物
が

い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
で
地

球
生
物
圏
の
上
端
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
を
解
明

す
る
こ
と
が
目
的
。
も
し
大

気
上
部
に
存
在
す
る
微
生
物

の
中
に
地
球
由
来
以
外
の
も

の
が
見
つ
か
れ
ば
、〝
宇
宙

由
来
〞
の
生
命
が
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
16
年
の
実
験
で
採
取
さ
れ

た
微
生
物
の
蛍
光
顕
微
鏡
写

真
の
分
析
か
ら
、
大
野
上
席

研
究
員
ら
は
、
成
層
圏
の
微

生
物
が
何
ら
か
の
ガ
ー
ド
に

よ
っ
て
紫
外
線
か
ら
身
を
守

る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
の

形
で
浮
遊
し
て
い
る
こ
と
を

世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　
大
野
上
席
研
究
員
の
話
　

私
た
ち
の
実
験
の
目
的
は
、

大
き
な
視
野
で
は
「
地
球
型

生
命
は
地
球
に
し
か
存
在
し

な
い
の
か
」
を
調
べ
る
こ

と
。
そ
れ
は
地
球
型
生
命
の

起
源
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

成
層
圏
で
微
生
物
採
取

Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
チ
ー
ム
　
大
気
球
上
げ
成
功

㊤光学航法カメラ（ＯＮＣ）が緊急離脱時の自動
撮影で捉えた、噴出物の堆積が期待できる領域
(CO1―Cb)。人工クレーターの中心から約20㍍
で、再着地点となった。㊦その後の降下観測で
撮影されたCO1―Cb付近の詳細画像。「積み岩」
などとニックネームを付けて高さなどを詳しく
分析している＝Ⓒ千葉工大、ＪＡＸＡ、東京
大、高知大、立教大、名古屋大、明治大、会津
大、産総研
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日
本
機
械
学
会
関
東
支
部

の
第
25
期
総
会
講
演
会
は
３

月
18
、
19
日
、
本
学
津
田
沼

校
舎
２
、
３
、
６
号
館
で
開

催
さ
れ
、
本
学
の
越
川

樹
た
つ
き

さ
ん
（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
専

攻
修
士
２
年
、
緒
方
隆
志
研

究
室
）
と
田
中
将
太
さ
ん

（
同
、
高
橋
芳
弘
研
究
室
）

が
２
０
１
８
年
度
若
手
優
秀

講
演
フ
ェ
ロ
ー
賞
を
受
賞
。

小
椋
英
里
花
さ
ん
（
機
械
サ

イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士
1
年
、

菅
洋
志
研
究
室
）、
金
原
大

地
さ
ん
（
同
、
佐
野
正
利

研
究
室
）、
川
又
健
太
さ
ん

（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

３
年
、
藤
井
浩
光
研
究
室
）

の
３
人
は
若
手
優
秀
講
演
賞

を
受
賞
し
た(

学
年
は
発
表

時)

。
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
・
進

学
後
の
４
月
16
日
に
賞
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
フ
ェ
ロ
ー
賞
は
機
械
学
会

が
授
与
す
る
も
の
で
、
２
人

の
発
表
論
文
は
次
の
通
り
。

　
越
川
さ
ん
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０

４
鋼
環
状
切
欠
き
試
験
片
を

用
い
た
応
力
集
中
部
の
ク
リ

ー
プ
損
傷
評
価
」
▽
田
中
さ

ん
「
有
限
要
素
法
を
用
い
た

車
輪
と
レ
ー
ル
の
接
触
解
析

の
基
礎
的
研
究
」。

　
越
川
さ
ん
の
研
究
は
、
高

温
高
圧
下
で
の
耐
熱
金
属
材

料
の
損
傷
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
し
火
力
発
電
所
の
ボ
イ
ラ

ー
な
ど
の
寿
命
を
予
測
す
る

も
の
。「
ひ
と
つ
の
実
験
に

数
百
〜
数
千
時
間
か
か
り
ま

し
た
。
学
生
最
後
の
学
会
発

表
で
受
賞
で
き
、
頑
張
っ
て

き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
」と
感
想
を
寄
せ
た
。

　
一
方
、
機
械
学
会
関
東
支

部
が
授
与
す
る
若
手
優
秀
講

演
賞
３
人
の
発
表
論
文
は
次

の
通
り
。

　
小
椋
さ
ん
「
化
学
気
相
研

磨
法
に
よ
る
高
効
率
な
タ
ン

グ
ス
テ
ン
探
針
の
作
製
技

術
」
▽
金
原
さ
ん
「
プ
ラ
ズ

マ
ア
ク
チ
ェ
ー
タ
を
用
い
た

多
分
岐
管
の
流
量
割
合
と
圧

力
損
失
」
▽
川
又
さ
ん
「
バ

ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
作
業

の
た
め
の
測
距
デ
ー
タ
の
ボ

ク
セ
ル
化
を
用
い
た
土
砂
堆

積
量
の
推
定
」。

　
小
椋
さ
ん
の
研
究
は
、

数
十
㌨
㍍
（
10
億
分
の
１ 

㍍
）
の
尖
っ
た
先
端
を
持
つ

ナ
ノ
探
針
の
作
製
法
に
つ
い

て
。
ナ
ノ
探
針
は
Ｃ
Ｐ
Ｕ
や

メ
モ
リ
の
故
障
解
析
や
ナ
ノ

テ
ク
研
究
に
欠
か
せ
な
い

が
、
液
体
中
で
ゆ
っ
く
り
溶

か
し
な
が
ら
作
製
す
る
の
で

製
作
コ
ス
ト
が
高
か
っ
た
。

小
椋
さ
ん
ら
は
タ
ン
グ
ス
テ

ン
表
面
の
酸
化
と
昇
華
を
、

表
面
数
㌨
部
分
に
限
定
し
精

密
に
制
御
す
る
こ
と
で
、
ド

ラ
イ
環
境
で
速
く
大
量
作
製

で
き
る
方
法
を
見
つ
け
た
。

　「
先
輩
た
ち
の
研
究
に
、

熱
源
や
作
成
条
件
な
ど
で

工
夫
を
加
え
、
先
輩
と
は
別

の
作
製
法
を
編
み
出
せ
ま
し

た
。
成
果
が
認
め
ら
れ
誇
ら

し
い
気
持
ち
と
、
菅
先
生
や

研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝

の
気
持
ち
で
す
」

　
川
又
さ
ん
の
研
究
は
、
バ

ッ
ク
ホ
ウ
（
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
）
に
取
り
付
け
た
３
次
元

セ
ン
サ
に
よ
っ
て
工
事
現
場

の
土
砂
の
３
次
元
形
状
を
セ

ン
シ
ン
グ
し
、
短
時
間
で
土

砂
量
の
推
定
を
行
う
も
の
。

ゲ
ー
ム
や
医
療
解
析
で
使
ら

れ
る
ボ
ク
セ
ル
の
技
術
に
着

目
し
応
用
し
た
。

　「
素
晴
ら
し
い
賞
を
頂
け

光
栄
で
す
。
指
導
教
員
を
は

じ
め
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
建
設
産
業
分

野
と
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

学
会
賞
２
人
、支
部
賞
も
３
人

■　

機
械
学
会
支
部
講
演
会

越川　　樹さん

小椋英里花さん

川又　健太さん

「CIT Brains」世界３強
■　ロボカップ2019　キッドサイズサッカー

　
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科

を
主
体
に
有
志
で
組
織
し
て

い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
チ
ー
ム
「CIT 

Brains

」
が
７
月
２
日
か
ら

８
日
ま
で
豪
州
シ
ド
ニ
ー
で

開
か
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世

界
大
会
２
０
１
９
」に
出
場
。

ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
キ
ッ
ド

サ
イ
ズ
部
門
の
サ
ッ
カ
ー
ゲ

ー
ム
で
３
位
に
入
っ
た
。

　
上
位
チ
ー
ム
の
実
力
が
伯

仲
す
る
中
、「CIT Brains

」

は
名
実
と
も
に
〝
世
界
の
強

豪
〞
と
認
め
ら
れ
た
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
・
キ
ッ

ド
サ
イ
ズ
部
門
に
は
世
界
各

国
か
ら
16
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
ま
ず
４
機
対
４
機
で
サ

ッ
カ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
16
チ
ー
ム
が
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
グ

ル
ー
プ
内
で
総
当
た
り
戦
を

行
っ
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
対

戦
相
手
を
決
め
る
予
選
に
始

ま
り
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回

戦
、
準
々
決
勝
、
準
決
勝
、

決
勝
と
進
む
。

　「CIT 
Brains

」
は
今
回

最
新
の
ル
ー
ル
に
合
わ
せ
て

学
生
主
体
で
開
発
・
製
作
し

た
機
体
「GankenKun

」
６

機
を
持
参
。
予
選
３
試
合
中

２
試
合
に
勝
利
し
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
１
回
戦
で
中
国
の
チ

ー
ム
「TH-MOS

」
を
12
対
０

の
大
差
で
撃
破
し
た
。
12
点

は
１
試
合
の
獲
得
点
と
し
て

は
今
大
会
最
高
だ
っ
た
。

　
続
く
準
々
決
勝
で
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
「Barelang 

FC

」
を
５
対
１
で
破
っ
た

が
、
準
決
勝
で
激
突
し
た

の
は
仏
ボ
ル
ド
ー
大
学

の
「Rhoban 

Football 

Club

」。
世
界
大
会
な
ど
で

何
回
も
対
戦
し
た
相
手
だ
。

　「CIT 
Brains

」
は
フ
ィ

ー
ル
ド
上
の
ロ
ボ
ッ
ト
同
士

が
連
携
プ
レ
ー
す
る
た
め
の

通
信
シ
ス
テ
ム
が
原
因
不
明

の
不
調
に
陥
っ
て
い
る
間

に
、
５
点
を
先
取
さ
れ
た
。

そ
こ
で
後
半
、
ロ
ボ
ッ
ト
同

士
の
通
信
を
遮
断
し
、〝
全

員
フ
ォ
ワ
ー
ド
〞
態
勢
に
戦

略
を
切
り
替
え
て
３
点
を
奪

い
返
し
た
が
、
そ
こ
で
ゲ
ー

ム
終
了
。
し
か
し
、「CIT 

Brains

」
が
反
撃
し
て
い
る

間
、
通
信
シ
ス
テ
ム
が
正
常

な
「Rhoban

」
は
１
点
も
取

れ
な
か
っ
た
。

　
３
位
決
定
戦
は
中
国
遼
寧

省
浙
陽
市
の
大
学
、
智
能
工

程
学
院
の
チ
ー
ム
「SYCU-

強
豪
　仏
、中
と
頂
上
戦
　大
会
最
高
得
点
も

Legendary

」と
対
戦
。
５
対

１
で
降
し
「CIT Brains

」

の
３
位
が
決
ま
っ
た
。

　
決
勝
は
中
国
浙
江
省
杭

州
市
の
名
門
、
浙
江
大
学

チ
ー
ム
「ZJUDancer

」
と

「Rhoban

」
と
、
上
位
進
出

の
常
連
同
士
の
対
戦
と
な

り
、
５
対
１
で
「Rhoban

」

が
世
界
王
座
に
輝
い
た
。

テ
ク
ニ
カ
ル
は
２
位

　
キ
ッ
ド
サ
イ
ズ
部
門
で
は

こ
の
他
に
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
が

行
わ
れ
た
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
７
チ
ー
ム
が
①
プ
ッ
シ

ュ
リ
カ
バ
リ
ー
②
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
キ
ッ
ク
③
ハ
イ
ジ
ャ
ン

プ
④
ハ
イ
キ
ッ
ク
の
４
種
目

で
技
術
力
を
競
っ
た
。

　「CIT 
Brains

」
は
プ
ッ

シ
ュ
リ
カ
バ
リ
ー
で
圧
倒
的

な
強
さ
を
発
揮
し
、
合
計
29

点
を
獲
得
し
た
が
、
人
間
の

サ
ッ
カ
ー
の
セ
ン
タ
リ
ン
グ

シ
ュ
ー
ト
に
当
た
る
②
や
③

④
で
最
高
得
点
し
、
合
計
33

点
を
取
っ
た
「Rhoban

」
に

競
り
負
け
２
位
。

　
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
は
参
加
16

チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
１
機
ず

つ
出
場
さ
せ
た
ロ
ボ
ッ
ト
４

機
で
構
成
す
る
連
合
チ
ー
ム

に
よ
る
競
技
。
得
点
は
ロ
ボ

ッ
ト
１
機
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
。「CIT 

Brains

」

の
「GankenKun

」
は
合
計

23
点
を
取
り
、
33
点
を
取
っ

た
「Rhoban

」
に
次
い
で
こ

こ
で
も
２
位
だ
っ
た
。

　
こ
の
競
技
の
フ
ィ
ー
ル
ド

は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
か

ら
自
然
光
が
差
し
込
み
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
ボ
ー
ル
認
識
能
力

を
阻
害
す
る
。「Rhoban

」

の
試
合
中
は
雨
が
降
っ
て
い

た
。
そ
の
他
の
試
合
は
晴
れ

や
曇
り
な
ど
、
光
の
入
り
具

合
が
変
わ
る
条
件
下
で
行
わ

れ
た
が
、「GankenKun

」
は

唯
一
、
ボ
ー
ル
を
認
識
し
て

動
い
て
い
た
。

　「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会

２
０
２
０
」
は
来
年
６
月
23

〜
29
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル

ド
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

　
林
原
靖
男
教
授
の
話
　

CIT Brains

は
こ
れ
ま
で
世

界
の
ど
の
チ
ー
ム
も
で
き
な

か
っ
た
技
術
を
開
発
し
て
ロ

ボ
カ
ッ
プ
を
牽
引
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
世
界
大
会
の

上
位
チ
ー
ム
は
、
ど
の
チ
ー

ム
が
優
勝
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
態
ま
で
技
術
の
成
熟

度
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
でCIT Brains

は
他
チ
ー
ム
か
ら
リ
ス
ペ
ク

ト
と
ラ
イ
バ
ル
意
識
の
両
方

を
抱
か
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。〝
世
界
の
強

豪
〞
と
し
て
定
着
し
て
き
た

こ
と
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

㊤　機体を調整する「CIT Brains」チーム　㊦　参加メンバー

■RoboCup2019

出
場
メ

　
ン
バ
ー
　
　
　（
敬
称
略
）

　
▽
加
瀬
林
千
里
▽
ス
プ
ラ

ト
マ
ン
・
ジ
ョ
シ
ュ
ア
▽
関

遥
太
（
以
上
修
士
２
年
）
▽

島
田
悟
志
▽
中
島
崇
晴
▽ 

林
立
樹
（
以
上
修
士
１
年
）

▽
伊
藤
杜
人
▽
小
笠
原
拓
巳

▽
グ
エ
ン
・
ア
イ
ン
・
ク
ア

ン
▽
松
本
康
希
（
以
上
学
部

３
年
）▽
林
原
靖
男（
教
授
）

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の

富
山
健
研
究
員
ら
が
メ
ン
タ

ー
と
し
て
支
援
・
指
導
し
て

世
界
最
大
規
模
の
国
際
ロ
ボ

コ
ン
に
参
加
し
て
い
る
中
・

高
校
生
の
チ
ー
ム
「
サ
ク
ラ

・
テ
ン
ペ
ス
タ
」
が
７
月
13

日
、
津
田
沼
６
号
館
で
活
動

報
告
会
を
開
い
た
。

　
サ
ク
ラ
・
テ
ン
ペ
ス
タ
は

２
０
１
７
年
に
発
足
。
千
葉

県
と
東
京
都
の
中
・
高
校
生

20
人
ほ
ど
が
加
わ
っ
て
「
フ

ァ
ー
ス
ト
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
Ｆ

Ｒ
Ｃ
）」
に
挑
戦
す
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
の
半
数
が
女
生
徒
だ
。

　
初
挑
戦
だ
っ
た
昨
年
３
月

の
ハ
ワ
イ
地
域
大
会
で
好
成

績
を
収
め
て
、
日
本
チ
ー
ム

と
し
て
初
め
て
世
界
大
会
に

進
ん
だ
。
４
月
に
米
デ
ト
ロ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大

会
で
は
「
最
も
印
象
に
残
る

活
躍
を
し
た
新
人
チ
ー
ム
」

と
し
て
賞
を
受
け
た
。

　
今
年
は
３
月
の
ハ
ワ
イ
地

域
大
会
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
最
高
の

賞
で
あ
る
「
チ
ェ
ア
マ
ン
ズ

・
ア
ワ
ー
ド
」
を
獲
得
。
４

月
の
世
界
大
会
で
は
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
〝
電
動
立
ち
乗

り
２
輪
車
〞
｜
「
セ
グ
ウ
エ

イ
」
の
開
発
者
、
デ
ィ
ー
ン

・
ケ
ー
メ
ン
氏
ら
が
創
設
し

た
理
数
系
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
）
教

育
振
興
の
た
め
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
が
主
催
す
る
、
15
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
青
少
年
の
た
め

の
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
。
Ｆ
Ｒ

Ｃ
の
特
色
は
ロ
ボ
ッ
ト
製
作

と
競
技
成
績
を
競
う
だ
け
で

な
く
、
資
金
作
り
や
チ
ー
ム

運
営
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
振
興

の
た
め
の
社
会
貢
献
ま
で
が

審
査
対
象
に
な
る
こ
と
。

　
富
山
研
究
員
は
自
分
の
研

究
室
を
チ
ー
ム
の
活
動
の
場

と
し
て
提
供
す
る
一
方
、
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
専
攻
修
士

課
程
に
在
籍
し
て
い
た
瀬
戸

悠
介
さ
ん
（
上
田
研
究
室
）

や
山
本
帝
輝
さ
ん
（
米
田
研

究
室

い
ず
れ
も
課
程
修

了
）
の
協
力
を
得
て
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
や
競
技
用
ロ
ボ

ッ
ト
の
基
本
技
術
、
企
業
と

の
コ
ン
タ
ク
ト
の
取
り
方
、

メ
ー
ル
の
書
き
方
ま
で
指
導

し
て
き
た
。

　
報
告
会
で
チ
ー
ム
メ
ン
バ

ー
は
、
大
会
で
の
英
語
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
再
現

す
る
な
ど
大
学
生
顔
負
け
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

て
、
保
護
者
や
ス
ポ
ン
サ
ー

ら
を
感
動
さ
せ
て
い
た
。

中
高
生
チ
ー
ム
が
報
告
会

■　

国
際
ロ
ボ
コ
ン
で
活
躍
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

手
で
優
勝
。
現
在
、
空
手
道

部
の
主
将
を
務
め
て
い
る
。

　
自
ら
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー

と
い
う
三
浦
さ
ん
は
間
合
い

に
集
中
、
腰
を
低
く
構
え
て

臨
ん
だ
。
初
戦
、
２
戦
、
３

戦
と
勝
ち
進
み
気
持
ち
が
落

ち
着
い
た
。
準
々
決
勝
で
は

相
手
の
技
も
見
え
体
が
軽
く

感
じ
た
と
い
う
。
準
決
勝
で

は
高
校
の
先
輩
・
秋
山
響
子

選
手
（
本
部
推
薦
）
と
対

戦
。
手
の
内
を
知
っ
た
同
士

で
緊
張
し
た
と
い
う
。

　
三
浦
さ
ん
の
話
　
根
本
先

輩
に
憧
れ
、
同
じ
舞
台
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
優
勝
を
逃
し
、
悔
し
い

で
す
が
、
最
後
の
試
合
と
な

る
来
年
は
優
勝
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

　
舗
装
路
で
タ
イ
ム
を
競
い

合
う
平
成
31
年
度
全
関
東
学

生
ジ
ム
カ
ー
ナ
選
手
権
大
会

は
５
月
26
日
、
富
士
ス
ピ
ー

ド
ウ
ェ
イ
（
静
岡
県
駿
東
郡

小
山
町
）
の
ジ
ム
カ
ー
ナ
コ

ー
ス
に
21
校
が
参
加
し
て
開

か
れ
、
本
学
体
育
会
自
動
車

部
（
主
将
・
伊
東

拓
海
さ
ん

先
端

材
料
工
学
科
３

年
）
の
チ
ー
ム
が

男
子
団
体
で
２
位

に
入
賞
。
全
日
本

学
生
ジ
ム
カ
ー
ナ

選
手
権
（
９
月
１

日
、
三
重
県
鈴
鹿

市
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
開

催
）
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　
チ
ー
ム
は
伊
丹
琉
哉
さ
ん

（
機
械
工
学
科
３
年
）、
伊

東
拓
海
さ
ん
（
先
端
材
料
工

学
科
３
年
）、
倉
田
祐
太
郎

さ
ん（
機
械
工
学
科
４
年
）

出
走
順

の
３
人

写
真
。

　
ジ
ム
カ
ー
ナ
は
、
パ
イ
ロ

ン
で
指
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

正
確
な
技
術
で
走
り
抜
け
、

タ
イ
ム
を
競
う
。
本
学
チ
ー

ム
は
３
人
と
も
正
確
な
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
落

ち
着
い
た
走
り
を
見
せ
、
合

計
３
分
５
秒
の
好
タ
イ
ム
を

た
た
き
出
し
た
。
１
位
は
芝

浦
工
大
チ
ー
ム
だ
っ
た
。

　
個
人
の
部
で
も
、
倉
田
祐

太
郎
さ
ん
が
４
位
に
入
賞
し

た
。

　
自
動
車
部
の
チ
ー
ム
は
、

未
舗
装
の
指
定
ル
ー
ト
を
走

る
２
０
１
９
年
度
全
関
東
学

生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
選
手

権
大
会
（
６
月
23
日
、
栃
木

県
那
須
塩
原
市
の
丸
和
オ
ー

ト
ラ
ン
ド
那
須
で

参
加
14

校
）
に
も
参
加
し
、
男
子
団

体
で
４
位
に
入
賞
し
た

写

真
。
伊
東
拓
海
主
将
は
個
人

で
も
３
位
に
入
賞
し
、
全
日

本
学
生
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル

選
手
権
（
８
月
４
日
、
丸
和

オ
ー
ト
ラ
ン
ド
那
須
で
開

催
）
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　
チ
ー
ム
は
石
井
亮

り
ょ
う

丞す
け

さ

ん
（
電
気
電
子
工
学
科
３

年
）
▽
倉
田
祐
太
郎
さ
ん
▽

伊
東
拓
海
さ
ん

出
走
順
。

　
ダ
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ル
は
悪

路
（
主
に
土
・
砂
利
）
コ
ー

ス
を
１
台
ず
つ
２
走
し
タ
イ

ム
を
競
う
。
マ
シ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
勝
敗
を
分
け
、
ベ

テ
ラ
ン
で
も
集
中
力
と
果
敢

さ
を
保
ち
続
け
る
こ
と
は
難

し
い
。

全関東学生

ジ
ム
カ
ー
ナ
男
子
団
体
２
位

■ 

自
動
車
部
　鈴
鹿
へ
出
場
権

ダ
ー
ト
も
団
体
４
位

■ 

全
日
本
学
生
選
手
権
へ

　
空
手
の
日
本
一
を
決
め
る

内
閣
総
理
大
臣
杯
・
第
62
回

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

（
日
本
空
手
協
会
主
催

７

月
６
、
７
日
、
東
京
都
調
布

市
の
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ザ
で
開
催
）
の
一

般
女
子
個
人
組
手
で
、
本
学

体
育
会
空
手
道
部
主
将
の
三

浦
彩
さ
ん
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
３
年

写
真
右
）
が
３
位
に
入
賞
。

同
51
回
大
会
（
２
０
０
８

年
）
一
般
男
子
個
人
組
手
で

３
位
と
な
っ
た
岡
田
泰
典
さ

ん
（
08
年
度
機
械
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
卒
）
以
来
の
快
挙
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
学
空
手
道
部

（
清
水
拓
馬

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
２

年
、
堀
颯
拳

同
１
年
、
福

田
麻
斗

同
）
は
大
学
団
体

戦
・
形
の
部
と
都
道
府
県
対

抗
戦
で
も
３
位
に
入
っ
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
小
学
４
年
か

ら
空
手
を
始
め
、
拓
殖
大
紅

陵
高
を
経
て
本
学
空
手
部
の

大
先
輩
・
根
本
敬
介
監
督
の

も
と
で
練
習
。
第
30
回
全
日

本
理
工
科
系
大
学
空
手
道
選

手
権
（
17
年
）
女
子
個
人
組

三
浦
さ
ん
全
国
空
手
３
位

■
　
個
人
組
手
　岡
田
さ
ん
以
来

　
電
気
電
子
技
術
の
世
界
的

組
織
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
ア
メ
リ
カ

電
気
電
子
技
術
者
協
会
）
の

計
算
知
能
部
門
・
日
本
支
部

で
開
か
れ
た
第
13
回
コ
ン

ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
会 

（
昨
年
６
月
16
、
17
日
、

東
京
都
八
王
子
市
の
首
都

大
学
東
京
で
開
催
）
で
信

川
創そ

う

・
情
報
工
学
科
准
教

授

写
真

が
発
表
し
た

「Dynamical Transition 

of 
Emergent 

Patterns 

in 
Spiking 

Neural 

Networks 
Composed 

of 

Excitatory-Inhibitory 

Neural Modules

（
興
奮
性

-

抑
制
性
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
ス
パ
イ
キ
ン

グ
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
想
起
パ
タ
ー
ン
の

動
的
遷
移
特
性
）」
がYoung 

Researcher Award

（
若
手

研
究
者
賞
）
に
決
ま
っ
た
。

今
年
６
月
29
日
、
横
浜
市
の

慶
應
義
塾
大
・
矢
上
キ
ャ
ン

パ
ス
で
授
賞
式
が
あ
っ
た
。

　
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
深
層
学
習
）
に
代
表
さ
れ

る
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

い
が
、
消
費
電
力
や
学
習
デ

ー
タ
量
で
比
較
す
る
と
、
脳

の
方
が
は
る
か
に
小
さ
い
消

費
電
力
・
デ
ー
タ
量
で
処
理

し
て
い
る
。

　
脳
の
優
位
性
の
カ
ギ
は
、

ス
パ
イ
ク
活
動
（
ニ
ュ
ー
ロ

ン
の
活
動
電
位
）
に
よ
る
時

空
間
的
な
情
報
の
符
号
化
と

そ
の
学
習
則
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
信
川
研
で

も
、
計
算
機
上
に
数
理
モ
デ

ル
で
擬
似
脳
を
構
築
し
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。

　
受
賞
研
究
は
、
ス
パ
イ
ク

活
動
を
記
述
で
き
る
ス
パ
イ

キ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
、
近
年
大
脳
皮
質

で
発
見
さ
れ
た
シ
ナ
プ
ス
結

合
の
ロ
ン
グ
テ
イ
ル
性
と
皮

質
間
結
合
の
知
見
を
導
入
し

た
も
の
。
そ
の
結
果
、
将

来
、
ス
パ
イ
キ
ン
グ
ニ
ュ
ー

ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報

の
符
号
化
に
利
用
が
期
待
で

き
る
多
様
な
時
間
ス
ケ
ー
ル

を
持
っ
た
ス
パ
イ
ク
活
動
の

生
成
に
成
功
し
た
。

　
信
川
准
教
授
は
２
年
前
に

本
学
に
着
任
。「
不
慣
れ
な

私
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
情

報
工
学
科
の
先
生
方
や
、
産

官
学
融
合
課
、
学
部
事
務
室

な
ど
職
員
の
方
々
に
感
謝
し

た
い
で
す
。
今
後
も
先
端
領

域
で
研
究
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
成
果
を
教
育
に
還
元

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

人
工
知
能
研
究
の
成
果
発
表

■
　
信
川
准
教
授
に
若
手
研
究
者
賞

　
日
本
設
計
工
学
会
の
２
０

１
８
年
度
論
文
賞
に
、
関
研

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
教
授

写
真

ら

が
発
表
し
た
「
シ
ス
テ
ム
モ

デ
ル
を
活
用
し
た
キ
ー
ボ
ー

ド
の
キ
ー
入
力
に
関
す
る
感

性
設
計
」
が
選
ば
れ
た
。
同

学
会
の
19
年
度
春
季
研
究
発

表
講
演
会
（
５
月
25
日
、
横

浜
市
中
区
の
横
浜
メ
デ
ィ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

で
表
彰
さ
れ
た
。

　
同
賞
は
学
会
誌
「
設
計
工

学
」
に
掲
載
さ
れ
た
過
去
１

年
の
論
文
か
ら
選
ば
れ
る
。

著
者
は
関
教
授
と
母
校
・
慶

應
義
塾
大
の
山
岸
和
子
研
究

員
（
ソ
ニ
ー
在
職
）、
西
村

秀
和
・
大
学
院
教
授
の
３
人
。

　
論
文
は
キ
ー
ボ
ー
ド
の
設

計
に
つ
い
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の

感
性
が
要
求
す
る
と
こ
ろ
と

キ
ー
ボ
ー
ド
の
構
成
、
性
能

要
求
と
を
、
ど
う
効
率
よ
く

両
立
さ
せ
る
か
の
手
法
を
、

シ
ス
テ
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
を
活
用
し
て
開
発
し

「
感
性
設
計
」
と
し
て
手
順

を
示
し
た
も
の
。

　
音
や
触
感
な
ど
の
感
性
を

含
む
ユ
ー
ザ
ー
要
求
か
ら
シ

ス
テ
ム
要
求
を
定
義
し
、
ユ

ー
ザ
ー
の
打
鍵
動
作
に
関
わ

る
構
成
要
素
間
の
振
る
舞
い

と
、
物
理
特
性
と
の
関
係
を

記
述
。
打
鍵
動
作
に
応
じ
た

感
性
要
求
の
時
間
的
な
つ
な

が
り
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
新
た
に
シ
ス
テ
ム
ズ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
考
え
方
を

導
入
し
た
点
や
、
商
品
設
計

の
現
場
で
応
用
で
き
る
手
法

を
提
起
し
た
点
が
評
価
さ
れ

た
。

キ
ー
ボ
ー
ド
に「
感
性
設
計
」

■
　
関
教
授
ら
論
文
賞

関
教
授
は
長
年
、
音
響
振
動

領
域
を
研
究
。
今
回
テ
ー
マ

で
は
特
に
、
津
田
沼
校
舎
８

号
館
の
音
響
物
理
実
験
室
で

製
品
音
関
連
の
実
験
が
で
き

た
こ
と
や
、
学
内
の
音
響
情

報
研
究
グ
ル
ー
プ
、
企
業
各

社
と
の
共
同
研
究
が
発
想
の

源
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
関
教
授
は
「
こ
こ
数
年
は

つ
く
り
手
と
顧
客
の
感
性
価

値
を
す
り
合
わ
せ
、
心
の
琴

線
に
触
れ
る
商
品
を
実
現
す

る
『
感
性
設
計
』
と
い
う
手

法
と
、
シ
ス
テ
ム
の
実
現
へ

複
数
の
専
門
分
野
に
ま
た
が

り
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
『
シ
ス

テ
ム
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
』
を
融
合
さ
せ
る
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
本
学
で
教
育

・
研
究
活
動
が
で
き
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
産
官
学
を
ま
た
ぐ
協

業
を
加
速
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
た
。

　
第
67
回
東
都
六
工
大
空
手

道
選
手
権
大
会
（
６
月
24

日
、
東
京
都
目
黒
区
の
東
京

工
業
大
学
体
育
館
で
開
催
）

で
、
本
学
体
育
会
・
空
手
道

部
（
三
浦
彩
主
将
）

写
真

は
男
子
団
体
の
組
手
（
５

人
出
場
）
と
形
（
３
人
出

場
）
で
優
勝
。
個
人
戦
も
女

子
組
手
で
工
藤
花
穂
さ
ん

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
1
年
）
が
優
勝
、

男
子
組
手
で
高
橋
聖
悟
さ
ん

（
金
融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学

科
２
年
）
が
準
優
勝
と
、
好

成
績
を
収
め
た
。

　
東
都
六
工
大
空
手
道
連
盟

は
本
学
と
芝
浦
工
業
大
、
工

学
院
大
、
東
京
都
市
大
、
東

京
工
業
大
、
日
本
大
理
工
学

部
、
同
生
産
工
学
部
で
構
成

し
て
い
る
。

　
女
子
組
手
優
勝
の
工
藤
さ

ん
は
高
校
の
部
活
動
で
空
手

を
始
め
た
。「
自
分
の
間
合

い
を
保
ち
な
が
ら
試
合
運
び

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
。
相
手
の
攻
め
に
下
が
っ

て
し
ま
う
の
で
、
前
に
出
ら

れ
る
よ
う
練
習
に
励
ん
で
い

き
た
い
」。

　
男
子
組
手
準
優
勝
の
高
橋

さ
ん
は
、
内
気
な
性
格
を
治

し
礼
儀
を
学
ぼ
う
と
空
手
を

始
め
た
と
い
う
。「
ポ
イ
ン

ト
の
取
れ
る
と
こ
ろ
で
踏
ん

張
り
が
利
か
な
か
っ
た
。
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
キ
メ
を
強
く

し
、
来
年
は
優
勝
を
狙
い
た

い
」
と
語
っ
た
。

　
出
場
選
手
は
次
の
通
り
。

▽
男
子
団
体
形
　
優
勝
（
清

水
拓
馬

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
2
年
、
堀

颯
拳

同
1
年
、
福
田
麻
斗

同
）
▽
男
子
団
体
組
手
　

優
勝
（
清
水
、
高
橋
、
内
田

雄
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
２
年
、
堀
、

福
田
）

六
工
大
空
手
で
も
男
女
活
躍
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１
　
教
育
研
究
活
動

（
１
） 

入
学
試
験
関
係

　
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
度
入
学

試
験
に
お
け
る
学
部
入
試
の
総
志
願

者
数
は
９
万
２
５
２
８
名
（
前
年
度

８
万
４
４
９
名
）
と
な
っ
た
。

（
２
）
学
生
生
活
の
満
足
度
向
上
へ

向
け
た
継
続
的
対
応

　
①
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
実
施
と
活
用

　
②
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　
　
と
活
用

　
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
生
サ
ー

　
　
ビ
ス

　
④
単
位
互
換
制
度

（
３
） 

入
学
前
教
育
の
充
実

（
４
） 

教
養
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
充
実

　
①
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
試
験
の
実
施

　
②
テ
ー
マ
別
履
修
の
実
施
と
課
題

　
　
探
究
セ
ミ
ナ
ー
（
総
合
学
際
科

　
　
目
）
と
の
連
携

　
③
教
養
教
育
全
般
の
検
証
と
積
極

　
　
的
な
改
善

　
④
教
養
特
別
科
目
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
、
国
内
イ
ン
タ
ー
ン
、
国
際

　
　
イ
ン
タ
ー
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア

　
　
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
ポ

　
　
ー
ツ
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
　
等
）
の
実
施

（
５
） 

初
年
次
教
育
の
充
実
・
強
化 

　
①
初
年
次
教
育
科
目
に
お
け
る
新

　
　
た
な
取
組
み
（
サ
イ
バ
ー
大
学

　
　
と
の
連
携
）

　
②
初
年
次
教
育
科
目
に
お
け
る
学

　
　
生
の
自
己
評
価
に
関
す
る
取
組

　
　
み

　
③
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
施
・
充
実

　
④
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充

　
　
実

　
⑤
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
の
開
設

（
６
）
教
職
員
が
連
携
し
た
就
職
支

援
の
強
化

（
７
）
大
学
院
へ
の
進
学
支
援

（
８
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
実
施
サ

ポ
ー
ト

（
９
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
強
化

（
10
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
促
進 

（
11
）
新
入
生
に
対
す
る
少
人
数
制

に
よ
る
総
合
的
な
支
援 

　
①
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
教
職
協
働
実
施

　
②
ク
ラ
ス
担
任
制

（
12
）
習
熟
度
別
教
育
の
充
実 

（
13
）
包
括
協
定
に
基
づ
く
神
田
外

語
大
学
と
の
連
携
事
業 

（
14
）
大
学
院
志
願
者
増
加
に
向
け

た
取
組
み 

（
15
）
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者

教
育
認
定
機
構
）
認
定
申
請
に
向
け

た
取
組
み 

（
16
）
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進

　
①
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
②
授
業
の
公
開

　
③
学
生
Ｆ
Ｄ
委
員
の
任
命
と
開
催

　
④
Ｆ
Ｄ
ニ
ュ
ー
ス
の
作
成

　
⑤
教
員
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
正

　
　
式
運
用

（
17
）
教
育
業
績
の
表
彰 

２
　
研
究
推
進
活
動

（
１
）
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
連

携
強
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
①
学
生
の
国
際
交
流

　
・
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
・
協
定
大
学
か
ら
の
交
換
留
学

　
・
短
期
招
請
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
②
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
教
職

　
　
員
交
流

　
・
瀬
戸
熊
理
事
長
の
協
定
大
学
訪

　
　
問

　
・
小
宮
学
長
の
協
定
大
学
訪
問

　
・
教
職
員
協
定
校
訪
問
交
流

　
・
Ｓ
Ｄ
活
動

　
・
客
員
研
究
員

　
・
本
学
訪
問

（
２
）
地
方
自
治
体
等
と
の
国
際
交

流
協
力
活
動

　
・
日
本
メ
キ
シ
コ
学
生
交
流
プ
ロ

　
　
グ
ラ
ム

（
３
）
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
の
競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得

支
援

　
①
科
学
研
究
費
助
成
事
業

　
②
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

　
　
成
支
援
事
業

　
③
良
質
住
宅
ス
ト
ッ
ク
形
成
の
た

　
　
め
の
市
場
環
境
整
備
促
進
事
業

　
　（
国
交
省
）

　
④
建
設
技
術
研
究
開
発
費
補
助
金

　
　（
国
交
省
）

　
⑤
中
小
企
業
経
営
支
援
等
対
策
費

　
　
補
助
金
（
経
産
省
）

　
⑥
公
的
受
託

（
４
）
民
間
か
ら
の
奨
学
寄
付
金
及

び
受
託
研
究
費

（
５
）
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許
出
願

　
②
特
許

　
③
附
属
研
究
所

　
ア．

研
究
助
成
金
の
交
付

　
⑴
先
端
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
助
成
金
（
Ⅰ
）

　
⑵
先
端
研
究
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
助
成
金
（
Ⅱ
・
Ⅲ
）

　
⑶
科
研
費
採
択
者
助
成
金
（
初
年

　
　
度
）

　
⑷
若
手
研
究
に
お
け
る
独
立
基
盤

　
　
形
成
支
援
助
成
金

　
イ．

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
報
の
作
成

助
成
対
象
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
報
（
Ｃ
Ｄ
版
）
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

　
ウ．

材
料
解
析
室
・
工
作
セ
ン
タ
ー

（
６
）
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

　
①
企
業
に
対
す
る
技
術
移
転
、
企

　
　
業
か
ら
の
研
究
開
発
受
託
に
よ

　
　
る
成
果

　
②
そ
の
他

（
７
）
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
惑

星
探
査
装
置
の
開
発
、
惑
星
探
査
デ

ー
タ
の
解
析
、
惑
星
科
学
研
究
お
よ

び
惑
星
科
学
に
関
す
る
啓
蒙
を
主
な

活
動
内
容
と
し
て
い
る
。

（
８
）
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ
ａ
ｂ
）

　
人
工
知
能
研
究
で
は
、「
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
使
っ
て
き
め
細
か

な
人
の
動
作
を
認
識
す
る
」「
フ
ァ

イ
ン
グ
レ
イ
ン
画
像
認
識
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
い
う
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
研
究
で
は
、

機
械
学
習
研
究
を
支
援
す
る
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
研
究
・
開
発
や
機
械
学

習
技
術
を
応
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
改

善
を
支
援
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

研
究
・
開
発
、
メ
モ
リ
一
貫
性
モ
デ

ル
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
証
・
解

析
技
術
の
研
究
な
ど
を
進
め
た
。
引

き
続
き
、
機
械
学
習
研
究
を
支
援
す

る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
・
機
械
学
習

技
術
を
応
用
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
の
研
究
を
進
め
る
予
定
。

（
９
）
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
） 

　
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
世
界
初
の
海
洋
資
源
開
発
実
現

に
向
け
て
、
海
洋
資
源
の
探
査
・
揚

鉱
・
選
鉱
・
製
錬
と
い
っ
た
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
多
様
な
研
究
・
開

発
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
発
足
。
平

成
30
年
度
は
常
勤
５
名
、
非
常
勤
５

名
の
研
究
員
が
研
究
に
従
事
し
た
。

３
　
学
生
支
援
関
係

（
１
）
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学

生
相
談
、
課
外
活
動
、
学
生
寮
、
奨

学
金
等
）

　
①
学
生
相
談

　
②
課
外
活
動
支
援
の
充
実

　
③
学
生
寮
生
に
対
す
る
支
援

　
④
奨
学
金
支
援
活
動

　
⑤
障
が
い
学
生
支
援
の
充
実

（
２
）
学
生
共
済
会
の
充
実

　
①
見
舞
金
給
付

　
②
学
生
納
付
金
貸
与
制
度

　
③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
気
サ
ポ

　
　
ー
ト

　
④
暮
ら
し
の
法
律
相
談

　
⑤
学
生
補
償
サ
ポ
ー
ト
制
度

　
⑥
備
蓄
食
の
購
入

　
⑦
健
康
サ
ポ
ー
ト
制
度

（
３
）
留
学
生
の
派
遣
及
び
受
け
入

れ
体
制
の
充
実

　
①
留
学
生
へ
の
支
援
の
充
実

　
②
在
籍
管
理
等
の
強
化

（
４
）
教
科
書
及
び
参
考
図
書
（
シ

ラ
バ
ス
コ
ー
ナ
ー
）の
拡
充
・
整
備 

（
５
）
図
書
館
利
用
者
へ
の
利
便
性

の
向
上

（
６
）
教
職
協
働
で
自
学
自
習
や
ア

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

平
　
成

30
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
平
成
30
年
度
決
算
が
、
５
月
28
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

平
成
30
年
度
は
、
教
育
・
研
究
活
動
の
た
め
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
の
空
調
設
備
を
全
面
更
新
。
ま

た
、
魅
力
あ
る
大
学
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
女
子
寮
の
完
成
や
学
生
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
る
環
境
整
備
の

充
実
を
目
指
し
た
予
算
と
な
っ
た
。
　    (

30
年
度
事
業
計
画
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)

事業活動収支計算書

貸借対照表

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで　　　　　　
（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 13,917,300,000 13,918,656,000 △1,356,000

手数料 369,800,000 390,472,927 △20,672,927

寄付金 109,100,000 123,201,724 △14,101,724

経常費等補助金 675,100,000 675,381,621 △281,621

付随事業収入 702,600,000 740,172,132 △37,572,132

雑収入 331,700,000 365,277,513 △33,577,513

教育活動収入計 16,105,600,000 16,213,161,917 △107,561,917

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,315,900,000 7,277,282,133 38,617,867

教育研究経費 6,598,300,000 6,505,233,536 93,066,464

管理経費 1,762,200,000 1,726,455,990 35,744,010

徴収不能額等 0 2,122,401 △2,122,401

教育活動支出計 15,676,400,000 15,511,094,060 165,305,940

教育活動収支差額 429,200,000 702,067,857 △272,867,857

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

受取利息・配当金 402,000,000 406,084,723 △4,084,723

その他の教育活動外収入 0 1 △1

教育活動外収入計 402,000,000 406,084,724 △4,084,724

事
業
活
動 

支
出
の
部

借入金等利息 0 0 0

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 0 0 0

教育活動外収支差額 402,000,000 406,084,724 △4,084,724

経常収支差額 831,200,000 1,108,152,581 △276,952,581

特
別
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

資産売却差額 2,000,000 3,524,945 △1,524,945

その他の特別収入 86,900,000 88,306,718 △1,406,718

特別収入計 88,900,000 91,831,663 △2,931,663

事
業
活
動 

支
出
の
部

資産処分差額 15,000,000 14,953,111 46,889

その他の特別支出 600,000 515,938 84,062

特別支出計 15,600,000 15,469,049 130,951

特別収支差額 73,300,000 76,362,614 △3,062,614

基本金組入前当年度収支差額 904,500,000 1,184,515,195 △280,015,195

基本金組入額合計 △1,088,100,000 △1,074,345,889 △13,754,111

当年度収支差額 △183,600,000 110,169,306 △293,769,306

前年度繰越収支差額 △7,216,100,000 △7,216,047,629 △52,371

翌年度繰越収支差額 △7,399,700,000 △7,105,878,323 △293,821,677

（参考）

事業活動収入計 16,596,500,000 16,711,078,304 △114,578,304

事業活動支出計 15,692,000,000 15,526,563,109 165,436,891

平成31年3月31日
（単位：円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 110,176,911,724 109,717,881,813 459,029,911
  有形固定資産 67,950,230,377 69,948,762,977 △1,998,532,600
   土地 9,343,367,496 9,343,367,496 0
   建物 50,198,395,960 50,641,376,976 △442,981,016
   構築物 3,329,739,253 3,619,835,633 △290,096,380
   教育研究用機器備品 2,427,997,392 2,622,842,664 △194,845,272
   管理用機器備品 675,960,497 752,088,306 △76,127,809
   図書 1,913,228,838 1,904,153,555 9,075,283
   車両 61,540,941 53,214,547 8,326,394
   建設仮勘定 0 1,011,883,800 △1,011,883,800
  特定資産 41,013,604,150 39,341,911,200 1,671,692,950
   第２号基本金引当特定資産 3,613,604,150 3,241,911,200 371,692,950
   第３号基本金引当特定資産 10,000,000,000 10,000,000,000 0
   退職給与引当特定資産 3,000,000,000 3,000,000,000 0
   減価償却引当特定資産 24,000,000,000 23,000,000,000 1,000,000,000
   小川勉国際交流支援基金引当特定資産 100,000,000 100,000,000 0
   PCB処理引当特定資産 300,000,000 0 300,000,000
  その他の固定資産 1,213,077,197 427,207,636 785,869,561
   長期貸付金 263,586,677 252,344,496 11,242,181
   差入保証金 2,500,000 2,500,000 0
   敷金 54,749,760 54,749,760 0
   投資有価証券 892,177,600 117,597,600 774,580,000
   預託金 63,160 15,780 47,380
流動資産 10,446,049,571 9,114,777,874 1,331,271,697
   現金預金 10,102,403,090 8,783,462,055 1,318,941,035
   未収入金 282,609,430 225,714,547 56,894,883
   前払金 61,037,051 105,601,272 △44,564,221
資産の部合計 120,622,961,295 118,832,659,687 1,790,301,608

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 3,302,279,704 3,290,386,330 11,893,374

   退職給与引当金 3,302,279,704 3,290,386,330 11,893,374

流動負債 6,377,849,290 5,783,956,251 593,893,039

   前受金 5,571,655,909 4,957,771,535 613,884,374

   未払金他 806,193,381 826,184,716 △19,991,335

負債の部合計 9,680,128,994 9,074,342,581 605,786,413

純資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 118,048,710,624 116,974,364,735 1,074,345,889

   第１号基本金 103,443,106,474 102,740,453,535 702,652,939

   第２号基本金 3,613,604,150 3,241,911,200 371,692,950

   第３号基本金 10,000,000,000 10,000,000,000 0

   第４号基本金 992,000,000 992,000,000 0

繰越収支差額 △7,105,878,323 △7,216,047,629 110,169,306

   翌年度繰越収支差額 △7,105,878,323 △7,216,047,629 110,169,306

純資産の部合計 110,942,832,301 109,758,317,106 1,184,515,195

負債及び純資産の部合計 120,622,961,295 118,832,659,687 1,790,301,608
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予
　
算

　
令
和
元
年
度
学
生
共
済
会

予
算
案
は
、
理
事
会
で
協
議

し
た
結
果
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。
予
算
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

＜

収
入
の
部＞

●
受
取
利
息

　
金
利
低
迷
の
中
、
余
裕
資

金
の
運
用
継
続
に
よ
り
投
資

有
価
証
券
か
ら
発
生
す
る
利

息
と
し
て
、
３
４
０
万
円
を

計
上
し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
１
０
２
５
万
７
９
５
３
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
同
様
３
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
１
５
１
万
円
程
度
で

あ
っ
た
が
、
各
種
奨
学
金
の

申
請
状
況
を
考
慮
し
、
２
０

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
昨
年
同
様
、
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
、
暮

ら
し
の
身
近
な
法
律
相
談
の

継
続
に
係
る
費
用
と
し
て
、

７
１
０
万
円
を
計
上
し
た
。

●
消
耗
品
費

　
災
害
時
の
非
常
用
保
存
食

の
購
入
費
と
し
て
、
３
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

　
　
決
　
算

　
平
成
30
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
の
２
０
５
０
万
円
や
受

取
利
息
等
を
併
せ
合
計
約
８

０
０
８
万
円
と
な
っ
た
。
今

後
も
返
還
方
法
や
督
促
方
法

を
再
度
見
直
し
、
回
収
率
ア

ッ
プ
に
一
層
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
、
昨
年
開

始
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
補
助
申
請
も
年
々
増

え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
今

年
度
は
学
部
生
に
学
研
災
付

帯
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
損
害
賠

償
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
も
海
外
保
険
事

業
の
見
直
し
や
会
員
の
健
康

増
進
に
つ
な
が
る
支
援
等
多

様
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ

う
共
済
会
事
業
の
運
営
に
努

め
た
い
。

　
千
葉
工
業
大
学
学
生
共
済

会
も
31
年
目
を
迎
え
、
会
員

の
学
生
生
活
が
豊
か
な
も
の

と
な
れ
る
よ
う
、
制
度
の
充

実
を
図
り
つ
つ
、
平
成
30
年

度
も
順
調
に
運
営
さ
れ
ま
し

た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。

. 平成30年度決算報告書令和元年度千葉工業大学学生共済会収支予算

平成30年度収支決算書

学
生
共
済
会
　予
算
、決
算
を
承
認

（単位：円）
収入の部 支出の部

科目 金額 科目 金額
１．会費収入 24,000,000 １．支払保険料 27,000,000
２．入会金収入 4,500,000 ２．給付金 3,000,000
３．受取利息 3,400,000 ３．貸与金 20,000,000
４．貸付金回収収入 20,000,000 ４．委託費 7,100,000
５．手数料収入 1,500,000 ５．消耗品費 3,000,000

６．通信費 300,000
７．印刷費 400,000
８．会議費 250,000
９．支払手数料 400,000
10．事務費 200,000

小計 53,400,000 小計 61,650,000
前年度繰越金 10,257,953 次年度繰越金 2,007,953
総合計 63,657,953 総合計 63,657,953

Ⅰ収入の部
（単位：円）

科目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

1.会費収入 24,000,000 24,743,750 743,750
2.入会金収入 4,500,000 4,886,000 386,000
3.受取利息 3,000,000 3,447,443 447,443
4.貸付金回収収入 21,000,000 20,546,479 -453,521
5.手数料収入 1,600,000 1,385,290 -214,710
6.学費貸与準備金取崩収入 0 0 0
7.積立金取崩収入 0 0 0
8.当期小計 54,100,000 55,008,962 908,962
9.前年度繰越金 25,072,284 25,072,284 0
10.当期収入総計（Ａ） 79,172,284 80,081,246 908,962

Ⅱ 支出の部
（単位：円）

科  目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

1.支払保険料 17,500,000 25,725,119 8,225,119
2.給付金 3,000,000 2,137,000 -863,000
3.貸与金 20,000,000 1,511,250 -18,488,750
4.委託費 7,100,000 7,048,080 -51,920
5.消耗品費 3,000,000 2,722,500 -277,500
6.通信費 300,000 15,308 -284,692
7.印刷費 400,000 201,960 -198,040
8.会議費 250,000 80,753 -169,247
9.支払手数料 400,000 329,643 -70,357
10.事務費 200,000 51,680 -148,320
11.学費貸与準備金組入支出 0 0 0
12.共済基金組入支出 0 0 0
13.積立金組入支出 0 30,000,000 30,000,000
14.当期小計（Ｂ） 52,150,000 69,823,293 17,673,293
15.次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 27,022,284 10,257,953

注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

貸 借 対 照 表
平成31年3月31日

千葉工業大学学生共済会
（単位   円）

資産の部 正味財産の部

科   目 金   額 科   目 金   額

普通預金 40,257,953 共済基金 205,000,000

定期預金 235,000,000 積立金 195,000,000

貸付金 104,429,012 貸付充当金 104,429,012

投資有価証券 300,000,000 学費貸与準備金 165,000,000

次年度繰越金 10,257,953

合    計 679,686,965 合   計 679,686,965

自　平成30年4月  1日　:　至　平成31年3月31日

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
支
援
、
図

書
館
利
用
促
進

４
　
施
設
設
備
整
備
関
係

　
平
成
30
年
度
は
、
新
習
志
野
校
舎

再
開
発
計
画
に
お
い
て
女
子
寮
の
増

築
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
新
習
志
野

校
舎
５
号
館
（
講
義
棟
）
の
空
調
設

備
を
全
面
更
新
し
た
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
魅
力
あ
る
大
学

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
教
育
・
研

究
活
動
・
学
生
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え

る
環
境
整
備
の
充
実
に
努
め
た
。

（
１
）
女
子
寮
増
築

（
２
）
新
習
志
野
校
舎
５
号
館
空
調

設
備
更
新

（
３
）
そ
の
他

５
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

（
１
）
公
開
講
座 

（
２
）
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

　
①
各
種
の
ご
案
内

　
②
工
場
見
学

　
③
若
手
社
員
向
け
合
同
研
修
会

（
３
）
そ
の
他
の
産
学
連
携 

（
４
）
県
内
地
域
と
の
包
括
的
連
携

協
定
を
締
結

６
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

（
１
）
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化

（
２
）
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
強
化
と
安
定

稼
働
の
実
現

（
３
）
事
務
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
の
実
現

（
４
）
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
の

充
実

（
５
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室
の
リ

プ
レ
ー
ス
と
安
定
稼
働
の
実
現

（
６
）
自
己
点
検
評
価
活
動

（
７
）
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実

施 　
①
通
常
監
査
、
特
別
監
査
の
実
施

　
②
不
正
防
止
計
画
履
行
状
況
調
査

　
③
機
器
備
品
監
査
の
実
施

　
④
そ
の
他

（
８
）
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ

ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の
実
施 

（
９
）
公
益
通
報
制
度
の
充
実 

（
10
）
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実 

（
11
）
衛
生
委
員
会
の
取
組
み

　
①
職
場
巡
視
の
実
施

　
②
作
業
環
境
測
定
の
実
施

（
12
）
輝
く
女
性
の
活
躍
を
加
速
す

る
男
性
リ
ー
ダ
ー
の
会
行
動
宣
言
の

取
組
み

７
　
財
務
の
概
要

（
１
）
教
育
活
動
収
支

　
①
教
育
活
動
収
入
計
１
６
２
億
１

　
　
３
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
８

　
　
０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
２
億

　
　
７
０
０
万
円
増
）

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
全
て
の
科

目
に
お
い
て
予
算
比
増
と
な
っ
た
。

　
②
教
育
活
動
支
出
計
１
５
５
億
１

　
　
１
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
６

　
　
５
０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
１

　
　
億
９
０
０
万
円
減
）

　
ａ
　
人
件
費
は
嘱
託
・
招
聘
研
究

員
等
の
増
加
や
退
職
者
増
が
あ
っ
た

も
の
の
、
予
算
比
３
９
０
０
万
円
減

の
72
億
７
７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

人
件
費
比
率
は
43
・
８
％
で
、
理
工

系
他
複
数
学
部
を
有
す
る
私
立
大
学

の
平
均
値
（
49
・
４
％
）
に
比
べ
、

引
き
続
き
良
好
な
水
準
と
な
っ
た
。

　
ｂ
　
教
育
研
究
経
費
は
、
消
耗
品

費
、
修
繕
費
、
旅
費
交
通
費
等
で
予

算
額
を
下
回
り
、
予
算
比
９
３
０
０

万
円
減
と
な
っ
た
。
教
育
研
究
経
費

比
率
は
39
・
１
％
で
、
理
工
系
他
複

数
学
部
を
有
す
る
私
立
大
学
の
平
均

値
（
35
・
７
％
）に
比
べ
、
引
き
続
き

高
い
値
と
な
っ
た
。
今
後
も
同
程
度

の
比
率
が
続
く
と
予
測
し
て
い
る
。

　
ｃ
　
管
理
経
費
は
、
予
算
比
３
６

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
。修
繕
費
、広

報
費
、福
利
厚
生
費
な
ど
、全
体
と
し

て
は
経
費
圧
縮
に
努
め
た
結
果
と
な

っ
た
。管
理
経
費
比
率
は
10
・
４
％
で

理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す
る
私
立

大
学
の
平
均
値（
６
・
１
％
）と
比
べ

若
干
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
更

な
る
経
費
圧
縮
に
努
め
て
い
く
。

（
２
）
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
有
価
証

券
の
受
取
利
息
・
配
当
金
に
よ
り
、

４
億
６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
教
育
活
動
外
支
出
は
な
し
。

（
３
）
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
備
品
等
の
資
産

売
却
差
額
で
４
０
０
万
円
、
施
設
設

備
補
助
金
や
現
物
寄
付
で
８
８
０
０

万
円
、
あ
わ
せ
て
９
２
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

　
特
別
支
出
計
は
、
資
産
処
分
差
額

や
過
年
度
修
正
支
出
な
ど
で
１
５
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

（
４
）
事
業
活
動
収
入
計
１
６
７
億

１
１
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
１
５

０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
１
億
６
１

０
０
万
円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
１
億
６
１
０
０
万
円
の
増
加
と
な

っ
た
。
主
な
要
因
は
教
育
活
動
収
入

の
学
生
生
徒
等
納
付
金
（
１
億
６
４

０
０
万
円
増
）及
び
雑
収
入（
６
９
０

０
万
円
増
）、教
育
活
動
外
収
入
の
受

取
利
息
・
配
当
金（
８
６
０
０
万
円

増
）な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

（
５
）
事
業
活
動
支
出
計
１
５
５
億

２
７
０
０
万
円
（
予
算
比
１
億
６
５

０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
１
億
１
３

０
０
万
円
減
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
１
億
１
３
０
０
万
円
減
と
な
っ

た
。
主
な
要
因
は
次
の
と
お
り
。

　
人
件
費
１
億
６
９
０
０
万
円
増

　
主
な
内
訳

：

教
員
人
件
費
９
７

資金収支計算書

平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
（単位：円）

収入の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 13,917,300,000 13,918,656,000 △1,356,000

手数料収入 369,800,000 390,472,927 △20,672,927

寄付金収入 109,100,000 123,201,724 △14,101,724

補助金収入 684,800,000 685,115,621 △315,621

資産売却収入 2,000,000 3,524,945 △1,524,945

付随事業・収益事業収入 702,600,000 740,172,132 △37,572,132

受取利息・配当金収入 402,000,000 406,084,723 △4,084,723

雑収入 331,700,000 365,277,513 △33,577,513

前受金収入 5,042,800,000 5,571,655,909 △528,855,909

その他の収入 6,710,800,000 6,778,670,747 △67,870,747

資金収入調整勘定 △5,199,700,000 △5,240,380,965 40,680,965

前年度繰越支払資金 8,783,500,000 8,783,462,056

収入の部合計 31,856,700,000 32,525,913,332 △669,213,332

支出の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 7,315,900,000 7,265,388,759 50,511,241

教育研究経費支出 3,864,500,000 3,771,396,744 93,103,256

管理経費支出 1,111,800,000 1,075,907,735 35,892,265

施設関係支出 702,800,000 718,409,290 △15,609,290

設備関係支出 636,800,000 604,339,488 32,460,512

資産運用支出 6,633,900,000 6,636,239,990 △2,339,990

その他の支出 2,988,800,000 3,002,839,576 △14,039,576

資金支出調整勘定 △405,600,000 △651,011,340 245,411,340

翌年度繰越支払資金 9,007,800,000 10,102,403,090 △1,094,603,090

支出の部合計 31,856,700,000 32,525,913,332 △669,213,332

０
０
万
円
増
、
職
員
人
件
費

３
３
０
０
万
円
増
、
退
職
金

３
３
０
０
万
円
増

　
教
育
研
究
経
費
２
億
１
８

０
０
万
円
減

　
主
な
内
訳

：

通
信
運
搬

費
３
１
０
０
万
円
減
、
修
繕

費
１
億
６
６
０
０
万
円
減
、

受
託
研
究
費
４
６
０
０
万
円

減　
管
理
経
費
６
２
０
０
万
円

減　
主
な
内
訳

：

修
繕
費
２

３
０
０
万
円
減
、
公
租
公
課

２
７
０
０
万
円
減
、
減
価
償

却
額
２
０
０
０
万
円
減

（
６
）
基
本
金
組
入
前
当
年

度
収
支
差
額
11
億
８
５
０
０

万
円
（
予
算
比
２
億
８
０
０

０
万
円
増
　
前
年
度
比
２
億

７
４
０
０
万
円
増
　
事
業
活

動
収
支
差
額
比
率
７
・
１
％
）

（
７
）
基
本
金
組
入
額
10
億

７
４
０
０
万
円

（
８
）
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
１
億

１
０
０
０
万
円
の
収
入
超
過

と
な
っ
た
。
翌
年
度
の
繰
越

収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越

収
支
差
額
を
合
わ
せ
る
と
、

71
億
６
０
０
万
円
の
支
出
超

過
と
な
っ
た
。

（
９
）
今
後
の
課
題

　
今
後
も
財
務
基
盤
の
安
定

を
は
か
る
た
め
次
の
よ
う
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　<

収
入
面>

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の

　
　
安
定
的
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得
強
化

　
③
よ
り
効
果
的
な
資
産
運

　
　
用
と
リ
ス
ク
管
理
の
徹

　
　
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保

　
　
策
の
検
討

　<

支
出
面>

　
①
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直

　
　
し
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ＡＯ・推薦・特別・編入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

ＡＯ創造入学試験 
〔書類審査・実技・面接〕 ８／２（金）～９／２（月）（消印有効） ９／15（日）

　　９／16（月・祝） ９／19（木）

公募制推薦入学試験 
〔書類審査・読解力テスト・面接〕 10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／16（土） 11／20（水）

専門高校推薦入学試験 
〔書類審査・面接〕 10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／16（土） 11／20（水）

指定校制推薦入学試験 
【一般高校・専門高校】 
〔書類審査・面接〕

10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／17（日） 11／20（水）

帰国生徒推薦入学試験【指定校制】 
〔書類審査・面接〕 10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／17（日） 11／20（水）

帰国生徒特別入学試験 
〔書類審査・小論文・面接〕 10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／16（土） 11／20（水）

社会人特別入学試験 
〔書類審査・小論文・面接〕 10／15（火）～11／１（金）（消印有効） 11／16（土） 11／20（水）

外国人留学生特別入学試験 
〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕 ９／24（火）～10／４（金）（窓口受付のみ） 11／16（土） 11／20（水）

編入学試験
〔書類審査・小論文・面接〕３年次受入れ ９／24（火）～10／４（金）（消印有効） 11／16（土） 11／20（水）

指定校制（高等専門学校）編入学試験 
〔書類審査・面接〕３年次受入れ ９／24（火）～10／４（金）（消印有効） 11／17（日） 11／20（水）

大学入試センター利用入学試験・一般入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入試センター利用入学試験【前期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） 12／20（金）～１／17（金）（消印有効）

１／18（土）
　　19（日）
センター試験

（本学個別試験なし）
２／７（金）

大学入試センター利用入学試験【中期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） ２／４（火～２／16（日）（消印有効）

１／18（土）
　　19（日）
センター試験

（本学個別試験なし）
２／21（金）

大学入試センター利用入学試験【後期】
（２WAY方式、全学部･全学科入試） ２／19（水）～３／３（火）（消印有効）

１／18（土）
　　19（日）
センター試験

＋
３／４（水）
本学試験
【午後実施】

３／７（土）

Ａ日程入学試験
（自動加重配点方式、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／20（金）～１／30（木）（消印有効）
１／31（金）
２／１（土）
　　２（日）
　　３（月）

２／７（金）

Ｂ日程入学試験
（２教科受験、試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／４（火）～２／16（日）（消印有効） ２／17（月）
　　18（火） ２／21（金）

Ｃ日程入学試験
（同一時間内２教科選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／19（水）～３／３（火）（消印有効） ３／４（水）
【午前実施】 ３／７（土）

2020年度　千葉工業大学入学試験日程

開催時刻：13時(本学は12時30分予定）

地 区 開催日 会　　場　　名 電話

札 幌 ９月７日(土) 札幌アスペンホテル 011-700-2111

函 館 ９月８日(日) ホテル函館ロイヤル 0138-26-8181

帯 広 ９月８日(日) グランテラス帯広 0155-27-0109

八 戸 ９月７日(土) 八戸グランドホテル 0178-46-1234

盛 岡 ９月14日(土) ホテルメトロポリタン盛岡本館 019-625-1211

仙 台 ９月15日(日) ＪＡＬシティ仙台 022-711-2580

秋 田 ９月15日(日) ホテルパールシティ秋田竿燈大通り 018-862-0501

山 形 ９月８日(日) 山形国際ホテル 023-633-1313

酒 田 ９月７日(土) ホテルリッチ&ガーデン酒田 0234-26-1111

会 津 ８月31日(土) 会津若松ワシントンホテル 0242-22-6111

郡 山 ９月１日(日) 郡山ワシントンホテル 024-923-1311

いわき ９月８日(日) いわきワシントンホテル 0246-35-3000

水 戸 ９月７日(土) 水戸京成ホテル 029-231-0245

土 浦 ９月８日(日) ホテルグリーンコア土浦 029-822-4111

潮 来 ９月８日(日) 潮来ホテル 0299-62-3130

宇都宮 ９月14日(土) ホテルニューイタヤ 028-635-5511

小 山 ９月15日(日) 小山グランドホテル 0285-24-5111

高 崎 ８月31日(土) 高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111

さいたま ９月１日(日) 浦和ロイヤルパインズ 048-827-1111

新 潟 ８月31日(土) ＡＮＡクラウンプラザ新潟 025-245-3334

長 岡 ９月１日(日) ホテルニューオータニ長岡 0258-37-1111

富 山 ９月８日(日) ホテルグランテラス富山 076-431-2211

甲 府 ９月14日(土) ホテル談露館 055-237-1331

長 野 ９月７日(土) ホテルＪＡＬシティ長野 026-223-3800

松 本 ９月15日(日) アルピコプラザホテル 0263-36-5971

小 諸 ９月８日(日) 小諸グランドキャッスルホテル 0267-22-8000

静 岡 ９月８日(日) ホテルアソシア静岡 054-254-4141

浜 松 ９月７日(土) オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111

富 士 ９月７日(土) 富士市文化会館ロゼシアター 0545-60-2510

名古屋 ８月31日(土) 名古屋栄東急ＲＥＩホテル 052-251-0109

大 阪 ９月１日(日) ホテルアウィーナ大阪 06-6772-1445

広 島 ９月15日(日) リーガロイヤルホテル広島 082-502-1121

松 山 ９月８日(日) ＡＮＡクラウンプラザホテル松山 089-933-5511

高 知 ９月７日(土) ザ・クラウンパレス新阪急高知 088-873-1111

福 岡 ９月14日(土) オリエンタルホテル福岡 092-461-2091

大 分 ９月15日(日) JR九州ホテルブラッサム大分 097-578-8719

宮 崎 ９月７日(土) ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580

鹿児島 ９月８日(日) 城山観光ホテル 099-224-2211

那 覇 ９月14日(土) ホテルロイヤルオリオン 098-866-5533

本 学 ９月29日(日) 津田沼校舎2号館3階大教室 047-478-0209

令和元年度　ＰＰＡ地区懇談会会場

　
令
和
に
入
っ
て
初
め
て
の

Ｐ
Ｐ
Ａ
総
会
が
６
月
29
日
、

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
保
護
者
と
教
職
員
合

わ
せ
て
約
７
０
０
人
（
ほ
か

に
委
任
状
３
７
９
５
人
）
が

出
席
し
た

写
真
。

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
昭
和
24
年
11
月

26
日
に
発
足
し
、
昭
和
の
40

年
、
平
成
の
30
年
を
経
て
、

今
年
は
70
周
年
の
節
目
の

年
。
会
場
は
、
こ
の
春
の
入

試
で
志
願
者
総
数
が
初
め
て

９
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、

「
千
葉
工
大
」
ブ
ラ
ン
ド
の

全
国
的
な
飛
躍
ぶ
り
を
直
に

感
じ
た
い
と
い
う
学
生
の
父

母
た
ち
の
静
か
な
熱
気
に
包

ま
れ
て
い
た
。

　
深
水
進
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
昭
和
53
年
に
入
学
し
た

私
に
続
い
て
、
娘
が
平
成
28

年
に
入
学
し
た
こ

と
で
、
千
葉
工
大

と
の
縁
が
ま
す
ま

す
深
い
も
の
に
な

っ
た
。
ま
た
、
地

区
懇
談
会
で
は
保

護
者
と
教
職
員
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん

が
一
様
に
千
葉
工

大
へ
の
誇
り
と
熱

い
思
い
を
抱
い
て

い
る
こ
と
を
感
じ

た
。
そ
う
し
た
思

い
の
上
に
今
の
千

葉
工
大
の
隆
盛
が

あ
る
の
だ
と
思

う
」
と
語
っ
た
。

　
小
宮
一
仁
学

長
は
、
就
任
以
来

の
教
学
改
革
が
着
実
に
成
果

を
挙
げ
て
き
て
い
る
こ
と
を

報
告
。
工
学
系
の
専
門
分
野

を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
グ
ロ

ー
バ
ル
化
社
会
は
活
躍
の
場

が
広
が
る
有
利
な
社
会
で
あ

る
と
し
た
上
で
、「
皆
さ
ん

の
ご
子
息
・
ご
息
女
に
は
新

時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
、

学
部
卒
業
後
は
ぜ
ひ
、
大
学

院
修
士
課
程
に
進
学
す
る
よ

う
勧
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
瀬
戸
熊
修
理
事
長
は
、

「
大
学
に
と
っ
て
学
修
施
設

の
充
実
も
大
変
に
重
要
な
課

題
で
あ
る
」
と
し
、
茜
浜
運

動
施
設
内
に
来
年
の
完
成
を

目
指
し
て
、
多
目
的
ホ
ー
ル

を
こ
の
８
月
に
着
工
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
の
健
康
維
持

の
た
め
に
、
学
生
食
堂
で
提

供
す
る
食
事
に
も
栄
養
バ
ラ

ン
ス
と
味
の
両
面
か
ら
気
を

配
っ
て
い
る
と
し
、「
安
く

て
お
い
し
い
と
学
生
諸
君
か

ら
評
判
の
学
食
を
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
い
」
と
語

り
か
け
た
。

　
議
事
は
、
平
成
30
年
度
の

事
業
・
決
算
・
監
査
報
告

と
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
案
を
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
承
認
。
事
業
計
画

で
は
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
設
立
70
周
年

記
念
事
業
と
し
て
①
同
じ
く

70
周
年
を
迎
え
る
津
田
沼
祭

で
、
学
生
た
ち
が
企
画
す
る

記
念
イ
ベ
ン
ト
へ
の
援
助
を

決
定
。
②
新
習
志
野
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
２
カ
所
に
屋
外
用

ポ
ー
ル
時
計
を
寄
贈
③
全
学

生
・
教
職
員
に
記
念
品
（
パ

ー
カ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
）
の
配

布
。
ま
た
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
地
区
懇

談
会
を
別
表
の
日
程
で
開
く

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
さ
ら
に
会
長
以
下
の
新
役

員
と
評
議
員
を
選
任
し
た
。

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

　
▽
会
長
　
小
澤
俊
之
（
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３

年
の
保
護
者
）
▽
副
会
長
　

詫
間
堅
司
（
金
融
・
経
営
リ

ス
ク
科
学
科
２
年
の
保
護

者
）
▽
副
会
長
　
橋
本
和
明

（
理
事
・
評
議
員
、
応
用
化

学
科
教
授
）
▽
監
事
　
田
部

井
洋
子
（
電
気
電
子
工
学
科

３
年
の
保
護
者
）
▽
監
事
　

村
上
利
幸
（
経
営
情
報
科
学

科
准
教
授
）

　
　
　
　
　
＊

　
総
会
後
は
、
津
田
沼
キ
ャ

ン
パ
ス
で
恒
例
の
学
科
懇
談

会
と
個
別
面
談
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
総
会
に
先
立
っ

て
文
化
放
送
キ
ャ
リ
ア
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
就
職
情
報
研
究
所

主
任
研
究
員
の
平
野
恵
子
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
の
就
職
活

動
と
保
護
者
が
で
き
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
」
と
題
し
て
講
演

し
た
。

　千葉工大の隆盛に誇り

　
理
系
学
生
を
対
象
に
し
た

企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
就
業
体
験
）
が
最
盛
期
を

迎
え
る
夏
休
み
を
前
に
、
就

職
・
進
路
支
援
部
は
７
月
４

日
、
学
部
３
年
生
と
修
士
１

年
生
を
対
象
に
本
学
で
は
初

め
て
の
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
説
明
会
」
を
開
い
た
。
例

年
、
５
日
間
以
上
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
、

「
千
葉
工
大
生
」
に
熱
い
視

線
を
送
っ
て
い
る
27
社
が
参

加
。
会
場
の
２
号
館
３
階
大

教
室
に
は
学
部
３
年
生
約
３

５
０
人
が
訪
れ
た

写
真
。

　
本
学
に
求
人
票
を
寄
せ
る

企
業
は
１
万
５
０
０
０
社
に

上
る
が
、
そ
の
う
ち
「
本
当

の
就
業
体
験
」
と
い
え
る
５

日
間
以
上
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
実
施
す
る
企
業
は
数

百
社
と
み
ら
れ
る
。
社
会
全

般
を
見
渡
せ
ば
、
１
日
だ
け

の
「
１
ｄ
ａ
ｙ
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
で
お
茶
を
濁
し
て

い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
、
来
年
春
か
ら
本

格
的
な
就
職
活
動
に
入
る
学

生
諸
君
に
、
本
物
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い

る
企
業
と
の
〝
出
会
い
の

場
〞
を
設
け
、
企
業
の
考
え

方
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の

〝
リ
ア
ル
な
姿
〞
を
知
っ

て
、
自
分
の
進
路
を
考
え
る

糧
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

こ
の
説
明
会
の
狙
い
だ
。

　
参
加
し
た
27
社
は
、
本
学

の
産
官
学
連
携
協
議
会
や
千

「５日以上」

本
格
27
社
が
ア
ピ
ー
ル

■
　初
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会

葉
県
経
営
者
協
会
の
加
盟
企

業
、
例
年
、
本
学
の
学
生
に

強
い
採
用
意
欲
を
示
し
て
い

る
登
録
企
業
な
ど
か
ら
、
就

職
・
進
路
支
援
部
が
声
を
か

け
た
い
わ
ば
〝
選
り
す
ぐ

り
〞
の
企
業
で
、
業
種
や
所

在
地
も
さ
ま
ざ
ま
。

　
27
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
た

会
場
で
は
、
各
企
業
の
人
事

担
当
者
な
ど
の
熱
の
こ
も
っ

た
説
明
に
、
学
生
た
ち
が
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

た
。

　
福
江
聡
就
職
・
進
路
支
援

部
長
の
話
　
い
く
ら
学
生
の

〝
売
り
手
市
場
〞
と
い
わ
れ

て
も
、
人
気
企
業
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
段
階
で
振
り
落
と

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一

方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

経
験
し
た
学
生
た
ち
は
、
私

た
ち
の
目
か
ら
見
る
と
、
物

の
見
方
・
考
え
方
が
一
気
に

成
長
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
彼
ら
は
そ
の
分
、

就
職
活
動
の
準
備
に
ス
ム
ー

ズ
に
入
れ
る
の
で
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明

　
会
参
加
企
業
　
旭
建
設
▽

ナ
リ
コ
ー
▽
テ
ィ
ー
エ
ス
ケ

ー
▽
京
成
建
設
▽
新
日
本
建

設
▽
東
光
電
気
工
事
▽
橋
梁

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
▽
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
▽
大
森
ク
ロ
ー
ム
工

業
▽
パ
ー
パ
ス
▽
牧
野
フ
ラ

イ
ス
精
機
▽
ア
ル
フ
ァ
・
オ

イ
コ
ス
▽
Ｋ
Ｏ
Ａ
▽
ミ
ヤ
コ

シ
▽
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
物
流
▽

福
井
電
機
▽
Ｎ
Ｓ
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
▽
日
立
ハ

イ
テ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

▽
空
間
情
報
サ
ー
ビ
ス
▽
ジ

ス
ク
ソ
フ
ト
▽
フ
ァ
ソ
テ
ッ

ク
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
会
社
（
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
▽

ネ
ク
ス
ト
ペ
ー
ジ
▽
新
日
本

非
破
壊
検
査
▽
し
の
は
ら
プ

レ
ス
サ
ー
ビ
ス
▽
ビ
ッ
グ
測

量
設
計

■　ＰＰＡ７０周年新会長に小澤氏
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　「
音
」
と
「
声
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
繰
り
広

げ
る
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ

ー
」
の
体
験
会
が
６
月
30

日
、
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ

た
。
来
年
の
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
東
京
２
０

２
０
）
に
向
か
っ
て
学
内
で

も
っ
と
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
の
が

狙
い
。

　
千
葉
市
内
に
あ
る
９
大
学

で
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
同
市

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
調
整
課
の
「
千
葉
工

大
で
も
ぜ
ひ
体
験
会
を
」
と

い
う
呼
び
か
け
に
、
先
進
工

学
部
教
育
セ
ン
タ
ー
の
金
田

晃
一
准
教
授
が
応
え
た
。

　
こ
れ
に
「
競
技
観
戦
以
外

に
も
東
京
２
０
２
０
へ
の
参

画
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
を
学
生
の
若
い
力
で
企

画
・
提
案
し
よ
う
」
と
、
関

東
地
区
の
大
学
生
を
主
体
に

設
立
さ
れ
た
「
学
生
団
体
お

り
が
み
」
の
千
葉
工
大
支
部

が
賛
同
。
メ
ン
バ
ー
８
人
が

運
営
協
力
す
る
と
と
も
に
、

実
際
に
練
習
や
競
技
を
体
験

し
た
。

アイマスクを着けて実戦

体験会の講師と参加者たち

パ
ラ
競
技
へ
理
解
を

五輪

■　

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー　
体
験
会

　
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
は

フ
ッ
ト
サ
ル
（
５
人
制
サ
ッ

カ
ー
）
を
基
に
ル
ー
ル
が
考

案
さ
れ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
ア
イ
マ
ス
ク
を

着
け
、
転
が
る
と
音
の
出
る

ボ
ー
ル
を
追
っ
て
プ
レ
ー
す

る
。
国
際
視
覚
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｉ
Ｂ
Ｓ
Ａ
）

の
国
際
ル
ー
ル
が
日
本
に
上

陸
し
た
の
は
２
０
０
１
年
。

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
体
験
会
で
は
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手

の
佐
々
木
康
裕
さ
ん
（
全
盲

／
フ
ァ
ン
タ
ス
千
葉
Ｓ
Ｓ
Ｃ

松
戸
ウ
ォ
ー
リ
ア
ー
ズ
所

属
）
と
、
瀧
澤
大
作
さ
ん

（
弱
視
／
同
）、
北
郷
宗
志

さ
ん
（
晴
眼
者
／
乃
木
坂
ナ

イ
ツ
所
属
）
が
講
師
と
な

り
、
参
加
者
は
ア
イ
マ
ス
ク

を
着
け
て
の
歩
行
練
習
か
ら

実
際
の
競
技
ま
で
２
時
間
、

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験

に
汗
を
流
し
て
い
た
。

　「
谷
津
干
潟
の
日
フ
ェ
ス

タ
〜
ま
る
ご
と
味
わ
う
干
潟

の
幸
せ
２
０
１
９
〜
」
が
５

月
３
日
〜
６
月
16
日
、
谷
津

干
潟
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
セ
レ
モ
ニ
ー

（
６
月
８
日
）
に
習
志
野
市

環
境
審
議
会
委
員
と
し
て
、

生
命
科
学
科
の
五
明
美
智
男

教
授
と
村
上
和
仁
教
授
が
出

席
。
運
営
を
支
援
す
る
谷
津

干
潟
ユ
ー
ス
と
し
て
本
学
文

化
会
の
環
境
科
学
研
究
会

（
顧
問

村
上
教
授
）
と
生

物
部
（
顧
問

橋
本
香
保
子

准
教
授
）
が
加
わ
っ
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
は
、
シ
ギ
・
チ

ド
リ
類
な
ど
の
渡
り
鳥
の
飛

来
地
で
も
あ
る
谷
津
干
潟
が

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
た
６
月
10
日
（
１
９
９
３

年
）
を
、
習
志
野
市
が
「
谷

津
干
潟
の
日
」
と
定
め
、
行

政
・
市
民
協
働
で
保
全
を
図

ろ
う
と
制
定
日
を
挟
ん
で
毎

年
開
催
し
て
い
る
。

　
８
、
９
日
は
、
自
然
関
連

施
設
の
展
示
ブ
ー
ス
に
村
上

研
究
室
（
生
命
科
学
科
・
分

子
生
態
工
学
研
究
室
）
と
小

浦
節
子
研
究
室
（
応
用
化
学

科
・
電
気
化
学
研
究
室
）

が
、
谷
津
干
潟
の
環
境
保
全

に
関
す
る
調
査
研
究
を
パ
ネ

ル
出
展
し
、
津
田
沼
高
校
生

　
南
房
総
市
で
産
学
協
働
地

方
創
生
事
業
を
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｍ
）
学
科
・
久
保
裕
史

教
授
の
研
究
室
は
５
月
22

日
、
同
市
和
田
町
の
県
立
安

房
拓
心
高
校
で
、
農
業
の
新

技
術
を
試
す
た
め
葉
物
野
菜

の
定
植
を
行
っ
た

写
真
。

　
南
房
総
市
で
は
農
業
の
収

益
が
低
い
こ
と
か
ら
離
農
や

耕
作
地
の
放
棄
が
増
え
て
い

る
。
久
保
研
で
は
反
当
り
収

益
を
増
や
そ
う
と
、
耕
地
を

調
整
池
化
し
て
水
耕
パ
ネ
ル

を
浮
か
べ
た
り
、
水
耕
棚
を

作
り
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

活
用
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

で
光
量
や
温
度
を
管
理
す
る

「
水
耕
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
」
技
術
を
研
究
。
農
業

を
担
う
次
世
代
の
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
は
作
物

へ
の
肥
料
量
を

調
べ
る
の
が
主

目
的
。
久
保
研

の
三
枝
侑
揮
さ

ん
（
４
年
）
ら

学
生
５
人
が
参

加
し
サ
ニ
ー
レ

タ
ス
、 

グ
リ
ー
ン
レ
タ
ス
、 

サ
ン
チ
ュ
の
３
種
類
の
苗
を

用
意
し
た
。
初
め
に
安
房
拓

心
高
園
芸
部
の
生
徒
た
ち
に

環
境
測
定
に
使
う
機
器
を
説

明
し
肥
料
の
投
入
量
を
検
討

し
た
。
そ
し
て
生
徒
た
ち
と

と
も
に
３
種
類
の
苗
の
定
植

に
取
り
掛
か
っ
た
。

　
ス
リ
ッ
ト
ポ
ッ
ト
に
肥

料
、
培
地
、
苗
を
い
れ
、
そ

の
ポ
ッ
ト
を
水
耕
パ
ネ
ル
に

並
べ
定
植
し
て
い
っ
た
。
そ

の
後
、
共
同
で
環
境
パ
ラ
メ

ー
タ
（
照
度
、
水
温
、
気

温
、
風
速
、
pH
、
電
気
伝
導

率
（
Ｅ
Ｃ
）、
総
溶
解
固
形

分（
Ｔ
Ｄ
Ｓ
）を
測
定
し
た
。

徒
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
多
く
の
参

加
者
と
交
流
し
た
。

　
村
上
研
は
▽
谷
津
干
潟
に

お
け
る
生
態
系
評
価
指
標
の

開
発
▽
ア
サ
リ
・
ホ
ン
ビ
ノ

ス
の
貧
酸
素
耐
性
お
よ
び
水

質
浄
化
機
能
▽
付
着
珪
藻
の

出
現
状
況
か
ら
み
た
谷
津
干

潟
最
前
部
の
環
境
評
価
▽
底

生
生
物
お
よ
び
底
質
に
よ
る

谷
津
干
潟
最
前
部
の
環
境
評

価
▽
市
民
調
査
に
よ
る
谷
津

干
潟
と
三
番
瀬
の
水
環
境
健

全
性
評
価
の
比
較
（
２
０
１

８
年
度
）
▽
房
総
半
島
に
お

け
る
マ
ク
ロ
ベ
ン
ト
ス
（
Ｂ

Ｍ
Ｗ
Ｐ
ス
コ
ア
法
）
に
よ
る

河
川
環
境
評
価
（
09
〜
19
年

度
）
｜
｜
な
ど
を
展
示
。
併

せ
て
、
市
民
目
線
で
環
境
評

価
を
と
来
場
者
参
加
型
の
水

環
境
健
全
性
指
標
調
査
を
実

施
し
た
。

　
小
浦
教
授
の
研
究
室
は
、

干
潟
保
全
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
二
枚
貝
の
う
ち
、
ホ

ン
ビ
ノ
ス
貝
（
北
米
原
産
で

東
京
湾
な
ど
に
増
え
て
い
る

ハ
マ
グ
リ
に
似
た
外
来
種
）

を
用
い
て
、
砂
泥
に
た
ま
る

硫
化
物
の
除
去
を
目
指
す
研

究
パ
ネ
ル
と
、
干
潟
へ
の
設

置
を
想
定
し
た
ポ
ー
ラ
ス

（
多
孔
質

透
水
）
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
展
示
し
た
。

　「
第
22
回
ふ
な
ば
し
環
境

フ
ェ
ア
〜
ひ
ろ
げ
よ
う
環
境

の
輪
、
つ
な
げ
よ
う
未
来

へ
」
が
６
月
22
日
、
ふ
な
ば

し
三
番
瀬
海
浜
公
園
・
環
境

学
習
館
で
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
大
学
関
係
な
ど
48
団
体

が
参
加
し
て
開
か
れ
、
約
２

４
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。

　
本
学
か
ら
は
文
化
会
・
環

境
科
学
研
究
会
と
生
命
科
学

科
・
村
上
和
仁
研
究
室

写

真

が
出
展
し
、
多
く
の
参

加
者
と
交
流
。
小
雨
交
じ
り

の
曇
り
空
だ
っ
た
が
、
環
境

学
習
館
内
外
は
終
日
に
ぎ
や

か
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。

　
環
境
科
学
研
究
会
は
、
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
印
旛

沼
と
谷
津
干
潟
の
調
査
結
果

を
パ
ネ
ル
展
示
。
pH
メ
ー
タ

ー
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
、
ク
リ

ー
ン
メ
ジ
ャ
ー
で
水
質
分
析

の
デ
モ
を
行
っ
た
。

　
村
上
研
は
、
谷
津
干
潟
フ

ェ
ス
タ
で
展
開
し
た
調
査
研

究
と
、
３
年
次
後
期
（
６
セ

メ
ス
タ
ー
）
で
開
講
し
て
い

る
卒
業
研
究
準
備
実
験
の
成

果
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
来
場

者
参
加
型
の
水
環
境
健
全
性

指
標
調
査
を
実
施
し
た
。

　
大
学
関
係
で
は
東
邦
大
の

環
境
分
野
の
研
究
室
の
出
展

も
あ
り
、
生
態
系
調
査
や
環

境
分
析
に
つ
い
て
情
報
交
換

が
行
わ
れ
た
。

ふ
な
ば
し
環
境
フ
ェ
ア
で
も

環
境
保
全
へ
、パ
ネ
ル
出
展

■　
谷
津
干
潟
フ
ェ
ス
タ
に
村
上
研
や
小
浦
研

水
耕
ソ
ー
ラ
ー
栽
培
へ
定
植
実
験

■　

久
保
研
が
南
房
総
市
で

　
夏
恒
例
の
学
生
寮<

桑そ
う

蓬ほ
う

寮
・
椿

つ
ば
き

寮
、
小
林
翔
・

学
生
寮
寮
長

都
市
環
境

工
学
科
４
年>

の
運
動
会

が
、
６
月
22
日
（
土
）、

新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の

寮
わ
き
に
広
が
る
野
球
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

た
。
雲
行
き
が
危
う
か
っ

た
が
、
執
行
役
員
た
ち
の

臨
機
応
変
な
対
応
で
、
一

部
競
技
を
取
り
止
め
た
以

外
、
無
事
に
行
う
こ
と
が

で
き
た
。
女
子
寮
の
増
設

で
今
年
は
参
加
４
８
７
人

と
最
多
と
な
っ
た
。

　
全
員
参
加
を
め
ざ
し
、

種
目
は
障
害
物
競
争
、
か

り
び
と
競
走
、
玉
入
れ
、

20
人
21
脚
、
騎
馬
戦
、
そ

れ
に
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で

あ
る
フ
ロ
ア
対
抗
リ
レ
ー

を
展
開
。

　
大
勢
が
足
を
つ
な
い
で

走
り
切
る
20
人
21
脚
で

は
、
各
フ
ロ
ア
の
応
援
席

か
ら
笑
い
と
声
援
が
飛
び

笑いと本気　が激突
■　寮生４８７人　運動会

走
り
ぬ
い
た
20
人
21
脚
　
　
　
　
本
気
で
ぶ
つ
か
っ
た
騎
馬
戦

交
い
、
騎
馬
戦
や
フ
ロ
ア

対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
本
気

が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。

　
熱
戦
の
結
果
、
男
子
は

７
階
が
連
覇
達
成
、
２
位

６
階
、
３
位
４
階
。
女
子

は
６
階
が
優
勝
、
２
位
４

階
、
３
位
２
・
３
階
だ
っ

た
。

　
観
戦
し
た
教
員
ら
は

「
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
は

も
ち
ろ
ん
、
異
な
る
学
年

の
連
携
交
流
す
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
真
剣
に
勝

負
し
て
い
る
姿
に
、
つ
い

熱
中
し
て
し
ま
っ
た
」。

　
寮
長
の
小
林
さ
ん
は

「
寮
生
た
ち
が
フ
ロ
ア
ご

と
に
団
結
し
仲
間
を
熱
心

に
応
援
し
て
い
る
姿
を
見

て
、
安
心
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
協
力
に
感
謝
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

が
ん
ば
る
ぞ
ー

優
勝
し
た
男
子
７
階
フ
ロ
ア
生



No.635 ８NEWS  C I T　　　　2019. 7. 15

　
今
年
度
初
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
が
６
月
23
日
、
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
関
東
圏
外
か
ら
も
高
校

生
や
父
母
た
ち
が
訪
れ
、
来

場
者
は
昨
年
同
期
の
３
２
０

０
人
を
５
０
０
人
上
回
り
、

３
７
１
５
人
。
２
年
連
続
で

５
０
０
人
以
上
の
増
加
と
な

り
、
本
学
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
た
。

　
来
場
者
た
ち
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
配
布
資
料
を
受
け
と

る
と
、「
全
部
見
せ
ま
す
、

千
葉
工
大
！
」「
学
部
学
科

説
明
会
」「
入
試
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
Ａ
Ｏ･

推
薦
）（
セ
ン

タ
ー
・
一
般
）」
な
ど
の
会

場
へ
次
々
に
足
を
運
び
、
開

始
30
分
前
に
は
す
で
に
満
席

と
な
る
講
演
も
あ
っ
た
。

　
各
学
科
に
よ
る
Ａ
Ｏ
入
試

説
明
会
は
７
号
館
を
中
心
に

行
わ
れ
、
８
月
の
エ
ン
ト
リ

ー
に
向
け
て
学
科
を
検
討
す

る
高
校
生
た
ち
が
多
く
参
加

し
た
。
情
報
科
学
部
２
学
科

の
学
科
説
明
会
や
、
学
び
体

験
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習

室
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
！
」

な
ど
も
開
か
れ
た
。

　
１
階
フ
ロ
ア
に
は
、
入
試

広
報
課
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
企
画
「
も
っ
と
見
せ
ま

す
、
千
葉
工
大
！
」
を
展

開
。
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ

ス
の
日
々
や
学
食
風
景
を
撮

っ
た
写
真
、
各
サ
ー
ク
ル
の

活
動
や
工
大
生
の
一
日
を
ま

と
め
た
展
示
を
行
い
、
来
場

者
た
ち
は
足
を
止
め
て
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
他
に

も
、
当
日
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
発
信
す
る
な
ど
、
新
し
い

試
み
に
挑
戦
し
た
。

　
情
報
科
学
部
以
外
の
学
科

が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
６
号
館
で

は
、
各
学
科
の
説
明
会
や
学

び
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ

れ
、
学
科
の
特
徴
を
見
た
り

体
験
し
た
り
し
、
高
校
生
や

父
母
が
積
極
的
に
教
員
や
学

　
今
年
の
夏
の
気
温
の
予
想

は
平
年
並
み
だ
そ
う
だ
が
、

平
年
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

　
と
い
う
こ
と
で
調
べ
て
み

る
と
、
今
年
の
場
合
は
１
９

８
１
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま

で
の
30
年
間
の
平
均
値
だ
そ

う
で
、
西
暦
の
末
尾
が
１
と

な
る
年
に
そ
の
直
前
の
30
年

間
の
値
の
平
均
値
が
使
わ
れ

る
の
で
、
平
年
並
み
と
は
30

年
間
の
観
測
値
を
並
べ
、
値

が
小
さ
い
方
か
ら
10
番
目
ま

で
が
平
年
よ
り
低
い
、
11
番

目
か
ら
20
番
目
が
平
年
並
み

と
な
る
。
そ
の
デ
ー
タ
の
間

の
値
な
ら
平
年
並
み
と
い
う

こ
と
だ
そ
う
だ
。

　
平
年
並
み
と
は
言
っ
て
い

る
が
、
最
近
の
気
温
は
い
つ

も
の
７
月
よ
り
涼
し
い
気
が

す
る
。
こ
れ
は
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
の
影
響
だ
ろ
う
か
。

今
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

が
発
生
し
て
い
る
。
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
と
は
南
米
ペ
ル

ー
沖
の
海
面
温
度
が
平
年
よ

り
高
く
な
る
現
象
で
、
そ
の

影
響
で
太
平
洋
高
気
圧
の
日

本
付
近
へ
の
張
り
出
し
が
弱

く
な
り
冷
夏
に
な
る
こ
と
も

多
い
。

　
今
年
は
張
り
出
し
が
弱
い

の
で
、
梅
雨
前
線
も
な
か
な

か
北
に
押
し
上
げ
ら
れ
な

い
。
そ
の
せ
い
で
今
年
は
梅

雨
明
け
が
遅
く
な
り
そ
う

だ
。
そ
れ
で
も
平
年
並
み
っ

て
こ
と
は
、
そ
の
後
は
暑
く

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
年
並

み
で
よ
い
の
だ
が
…
…
。
　

　
情
報
工
学
科

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
愛
実

　
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
先

日
無
事
終
了
し
た
。

　
昨
年
度
、
一
昨
年
度
と
、

連
続
で
５
０
０
人
増
。
６
月

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
来

場
者
数
は
こ
れ
ま
で
の
記
録

を
更
新
し
、
３
７
０
０
人
を

超
え
た
。
こ
の
驚
異
的
な
数

字
に
本
来
は
手
放
し
で
喜
ぶ

と
こ
ろ
だ
が
、
人
数
が
増
え

る
た
び
、
来
場
者
一
人
ひ
と

り
の
皆
さ
ん
か
ら
不
満
の
声

が
あ
が
ら
な
い
か
、
実
は
不

安
に
な
っ
た
り
も
す
る
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
毎

回
、
毎
年
感
じ
る
こ
と
は
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
教

職
員
の
方
々
の
惜
し
み
な
い

ご
協
力
と
、
在
学
生
諸
君
の

愛
の
あ
る
丁
寧
な
対
応
だ
。

入
念
な
打
ち
合
わ
せ
、
当
日

ま
で
の
準
備
期
間
に
は
各
学

科
の
魅
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
、
部
材

の
準
備
な
ど
な
ど
…
…
。
本

当
に
あ
り
が
た
い
。

　「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

楽
し
か
っ
た
で
す
」「
学
生

の
皆
さ
ん
が
親
切
」　
当
日

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
、
教

職
員
、
学
生
ら
全
員
で
成
功

に
導
い
た
結
果
に
ホ
ッ
と
す

る
。
さ
ぁ
て
、
次
回
は
８

月
、
６
０
０
０
人
？(

願
望)

皆
様
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
　

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
来
年
の
今
頃
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
す
ね
。
多
く
の

人
が
日
本
を
訪
れ
る
た
め
、

涼
し
い
夏
を
と
願
っ
て
い
ま

す
が
、
願
い
は
届
く
で
し
ょ

う
か
。
少
し
で
も
気
持
ち
良

く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
先
日
、
私
も
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
抽

選
に
申
し
込
ん
で
み
ま
し

た
。
結
果
は
思
う
よ
う
に
は

行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多

く
の
人
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

購
入
方
法
も
考
慮
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ

諦
め
ず
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
手

に
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
家
族
と
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
話
を
す
る
機
会
も
増
え

て
い
ま
す
。
後
期
高
齢
者
に

な
る
親
も
、
お
気
に
入
り
の

競
技
の
観
戦
を
目
標
に
健
康

に
注
意
し
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ

ず
、
ぜ
ひ
一
緒
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
雰
囲
気
や
試
合
の
高

揚
感
を
味
わ
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
大
学
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

期
間
、
授
業
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
興
味
の
な
い
人
も
、

長
い
夏
休
み
で
色
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す

ね
。
思
い
出
深
い
体
験
を

し
、
記
憶
に
残
る
貴
重
な
夏

休
み
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
産
官
学
融
合
課

　
　
　
　
　
　
藤
平
　
浩
子

８月３日（土）オープンキャンパス（新習志野）、９日（金）振替休日（５月６日分）、11日（日）山の日、12日（月）振替休日（山の日）

来
場
者
増
、講
演
も
満
席

６
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

生
ら
に
話
し
か
け
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
た
。

　
特
別
企
画
の
「
は
や
ぶ
さ

２
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
で
は
、

惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
の

和
田
浩
二
主
席
研
究
員
が
、

２
回
目
の
着
地 

（
タ
ッ
チ
ダ

ウ
ン

７
月
11
日
）
を
控
え

た
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
最
新

情
報
を
紹
介
し
、
２
回
の
講

演
と
も
満
席
と
な
っ
た
。

　
４
号
館
懇
談
フ
ロ
ア
で
は

自
治
会
学
生
た
ち
が
中
心
と

な
っ
て
「
在
学
生
に
聞
い
て

み
よ
う
」「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
」
を
展
開
。
丁
寧
な
応

対
ぶ
り
で
、
保
護
者
た
ち
に

好
評
だ
っ
た
。

　
２
号
館
20
階
で
は
、
女
子

高
校
生
の
質
問
に
本
学
女
子

学
生
が
答
え
る
「
チ
バ
テ
ク

コ
の
部
屋
」
が
今
回
も
盛

況
。
１
階
・
入
試
相
談
コ
ー

ナ
ー
や
一
人
暮
ら
し
相
談
に

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る

生
徒
ら
の
列
が
続
い
た
。

「はやぶさ２」の最新情報を紹介

レスキュー・ロボのデモンストレーション

保護者向け説明会

音環境実験スタジオで学食でランチを試す

工作センターで在学生も受験生を歓迎


